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序

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターでは、京都府内の公共事業に伴う

埋蔵文化財の発掘調査を行ってまいりました。この間、当センターの業務の遂行

にあたりましては、皆様方のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

本書は『京都府遺跡調査報告集』として、平成19・20年度に実施した発掘調査

のうち、京都府土木建築部（現建設交通部）の依頼を受けて実施した俵野廃寺の発

掘調査報告、国土交通省近畿地方整備局の依頼を受けて実施した戸田遺跡の発掘

調査報告、京都府南丹土地改良事務所の依頼を受けて実施した新庄遺跡第５次の

発掘調査報告及び京都府流域下水道事務所の依頼を受けて実施した長岡京跡左京

第527次の発掘調査報告４本を収録したものです。本書が学術研究の資料として、

また、地域の埋蔵文化財への関心と理解を深めるうえで、ご活用いただければ幸

いです。

おわりに、発掘調査を依頼された各機関をはじめ、京都府教育委員会などの各

関係機関、ならびに調査にご参加、ご協力いただきました多くの方々に厚く御礼

申し上げます。

平成21年3月

財団法人　京都府埋蔵文化財調査研究センター

理 事 長　　上 田 正 昭　　
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例 言

１．本書に収めた概要は下記のとおりである。

　　１．俵野廃寺第２・３次

　　２．戸田遺跡

　　３．新庄遺跡第５次

　　４．長岡京跡左京第527次（7ANYSK-1地区）

２．遺跡の所在地、調査期間、経費負担者および報告の執筆者は下表のとおりである。

遺跡名 所在地 調査期間 経費負担者 執筆者
1. 俵野廃寺第
２・３次

京丹後市網野町
俵野

平19.10.17～平20.2.8
平20.4.30～平20.6.6

京都府土木建築
部
（京都府建設交通
部）

村田和弘
肥後弘幸

2. 戸田遺跡 福知山市字戸田 平19.11.28～平20.2.22
平20.4.23～平20.10.22

国土交通省近畿
地方整備局

引原茂治
柴暁彦

3. 新庄遺跡第５
次

南丹市八木町新
庄

平20.5.9～平20.9.12 京都府南丹土地
改良事務所

辻本和美

4. 長岡京跡左京
第527次
（7ANYSK-1地
区）

京都市伏見区淀
大下津町

平20.7.22～平20.8.25 京都府流域下水
道事務所

松井忠春

３．本書で使用している座標は、原則として世界測地系国土座標第６座標系によっており、方

位は座標の北をさす。また、国土地理院発行地形図の方位は経度の北をさす。

　　但し、戸田遺跡・長岡京跡左京第527次については、過去の調査との関係から、旧座標を

用いている。

４．本書の編集は、調査第２課調査担当者の編集原案をもとに、調査第１課資料係が行った。

５．現場写真は主として調査担当者が撮影し、遺物撮影は、調査第１課資料係主任調査員田中

彰が行った。
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図版第26-（1）出土遺物（3）内面- （2）出土遺物（3）外面
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図版第１-（1）調査前全景（東から）- - （2）調査前全景（南西から）

- （3）調査地全景（南から）

図版第２-（1）調査地全景（東から）- - （2）調査地全景（西から）

- （3）Ａ地区埋土堆積状況（北から）

図版第３-（1）Ａ地区全景（東から）- - （2）Ａ地区溝検出状況（北から）

- （3）Ａ地区遺構検出状況（北から）

図版第４-（1）Ｂ地区全景（東から）- - （2）Ｂ地区溝検出状況（南から）

- （3）Ｂ地区埋土堆積状況（東から）
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1 .俵野廃寺第２・３次発掘調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

に伴い、京都府土木建築部の依頼を受（Տ઒整備ٸۓ）事業ࡦରࡂճの調査は、俵野઒地域๷ࠓ

けて当調査研究センターが行った。俵野廃寺は、京丹後市網野町俵野に所在するന๟期のݹ୅寺

院である。丹後地域で、現在、֬ೝされている寺院は、ಸ良࣌୅の丹後国分寺跡と俵野廃寺の２

か所のΈであり、ඈௗ࣌୅の寺院としては俵野廃寺のΈである。

当事業に伴う俵野廃寺の調査は、平成18年度から実施している。平成18年度には޻事ର৅地内

において150ᶷの試掘調査を行い、２地఺において多ྔの瓦堆積を֬ೝした
ㅭ㉅１ㅮ

。平成19年度は、試

掘調査の成Ռを受けて、遺構・遺物を֬ೝした地఺に調査区を設ఆし、調査を実施した（第２次

調査）。第２次調査は、平成19年10月17೔から平成20年２月８೔まで実施した。調査面積は600ᶷ

である。平成20年度は、第３次調査として遺跡ൣғの北ݶに当たる地఺で調査を実施した。現地

調査は、平成20年４月30೔から平成20年６月６೔まで実施した。調査面積は100ᶷである。現地

説明会は、第２次調査࣌の平成19年１月27೔に։࠵した。

調査は、調査第２課課長ิ݉ࠤ第３係長石井ਗ਼࢘ならびに同調査員村田和弘が担当し、現地調

査は村田が担当した。執筆は、主に村田が担当し、Ұ部、調査第１課長݉調査第２課長肥後弘幸

が担当した。

調査にࡍしては、京都府教育委員会ならびに京丹後市教育委員会をはじめとするॾ機関ならび

に地ݩの方々に、ごࢦಋ・ご協力をいただいた。記してँײしたい
ㅭ㉅２ㅮ

。

なお、調査に係る経費は、全ֹ、京都府土木建築部が負担した。

̎ɽྺ࢙ɾ஍ཧతڥ؀

俵野廃寺が所在する京丹後市網野町は、丹後半ౡ西部に位置し、໿17LNにわたって೔本ւに

面している。中心部の網野෇近には、北流する福田઒にԊってখさな平野部があり、町域西部の

木津Թઘ周辺にも平野部があるが、ͦれҎ外は山間地である。

俵野廃寺は、北近畿タンΰమ道ٶ津ઢ丹後木津ԹઘӺより西へ໿700̼にある北に։ޱする෯

໿150̼΄どのڱい୩ےの西側ٰྕの੄部に立地している。俵野઒は、現在は西側ٰྕの੄部に

Ԋうように流れているが、大正11年に行われた流࿏の変޻ߋ事前まで、୩の中ԝ部を流れていた。

俵野廃寺の周辺の೔本ւに面したとこΖでは、昭和32年に発掘調査が行われೄ文࣌୅後期（໿

3
000～4
000年前）の֋௩΍竪穴式住居跡が発見された඿٧遺跡、ٰྕ上には඿ݹ٧෿群΍大ധݹ

෿群・は΍しݹ෿などがଘ在する。平野部の木津઒流域では、ೄ文࣌୅前期～໻ੜ࣌୅中期、ݹ
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෿࣌୅～ಸ良࣌୅のෳ߹集མ遺跡である松ϲ࡚遺跡、ٰྕ上には下和田ݹ෿΍下和田Ａ・Ｂ৓跡、

大৿৓跡などが分布している（第１図）。

̏ɽௐࠪͷܦҢ

ʢ̍ʣඨ໺ഇࣉͷൃݟ

俵野廃寺は、大正11年の俵野઒流࿏変޻ߋ事のࡍに発見された寺院跡である。当࣌、Տ઒の෇

けସえ޻事での掘࡟中に、ౝの心ૅとࢥわれるૅ石と土器、ෳห࿇՚文軒丸瓦などが採औされた。

発見された心ૅは、ʮ木津村ࢽʯ木津村ࢽ編集委員会編（1986年）には、ܘ໿1.8̼、ߴさ0.58̼を

測り、΄΅ԁ形のࣗવ石の上面を࡟平し、中ԝに໿0.15̼ܘ、深さ0.16̼のࣷ利޸をઠつもので

あったと記されている。ͦの΄かに、心ૅの෇近には布目瓦のഁยが層になって埋まっていたと

瓦が発見された状況が記ࡌされている。さらに、昭和24年ࠒには、ૅ石が発見された位置より10

̼΄ど北側での護岸޻事のࡍに柱ࠜ਺本とَ瓦が発見された。また、昭和58年に俵野઒改म護岸

第１図　遺跡分布図（国土地理院S�1�25
（美඿ٱ　000
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器などܙ文軒平瓦΍布目の平瓦、ਢހ形のॏ׬΅΄৭の地層から׊҉、にはࡍ事が行なわれた޻

が発見されている
ㅭ㉅３ㅮ

。

俵野廃寺は、発見されたࣃڒ文のあるෳห࿇՚文軒丸瓦、ॏހ文の軒平瓦、ࡉかい布目ࠟ、֨

୅寺院とݹのݹ࠷後半の丹後地域ل୅にあたる７世࣌のタタΩࠟなどのಛ௃から、ඈௗ・ന๟ࢠ

して஫目されている遺跡であるが、これまでに発掘調査は行われていなかった。さらに、地名で

は調査地の周辺の字名に、ౝの௶、寺ޱ、寺԰敷、๷֞などの寺院をࢥわͤる地名が࢒っている。

また、༩ँ܊成૬寺に఻わるʮ正ಙݩ年ʯ（1288年）のʮ丹後国ॾ庄ڷอ૜田਺ாʯには、木津の

৚下にʮҰ町ࡾஈ୴経寺े八町ޒஈඦ八ेา同ؼ院ʯと記ࡌされており、ݹくからこの地に寺院

があったことがਪఆされていた。

これまで発掘調査は行なわれていなかったため、Հཟ配置΍寺域などのৄࡉについてはෆ明で

ある。なお、遺跡地図には寺域のن໛は、ૅ石発見地を中心に100̼前後࢛方と૝ఆされ、遺跡

ൣғとして記ࡌされて

いる
ㅭ㉅４ㅮ

。

ʢ̎ʣௐࠪܦա

当センターでは、俵

野઒地域๷ࡂରࡦ事業

に伴い（Տ઒整備ٸۓ）

本֨తな調査を平成18

年度から３度にわたっ

て実施している。平成

18年度の第１次調査は、

遺跡のൣғ֬ೝと遺構

の遺ଘ状ଶの֬ೝのた

めの試掘調査を実施し

た。平成19年度には、

第２次調査として、遺

構を֬ೝした地఺を中

心に調査区を拡張し調

査を実施し、平成20年

度に第３次調査を遺跡

ൣғの北ݶにおいて実

施した（第２図）。

第１次調査は、３か

所に試掘トレンチを設

ఆして行った。ͦの݁ 第２図　調査地周辺地形図
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Ռ、北側で設ఆした試掘ᶃと心ૅが発見された෇近に設ఆした試掘ᶄで、多ྔの瓦が堆積する層

をトレンチ全域で検出した。南側に設ఆした試掘ᶅでは、෯໿1.5̼で、長さ໿50̼のトレンチ

を設ఆし、トレンチの北側において、旧水田の床土௚下でݓ大の礫層を֬ೝし、上面において瓦

のࢄ布を֬ೝした。トレンチの南側は、現地表面から໿1.2̼までҰ部であるが掘࡟したが、Տ

઒の൙ཞによる粘土と࠭の堆積層を֬ೝしたのΈで、遺構・遺物は֬ೝできなかった。試掘݁Ռ

第３図　A地区遺構配置図
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を受けて、関係機関との協ٞのうえ、平成19年度（第２次調査）の調査ൣғをܾఆした。

第２次調査は、多ྔの瓦堆積を֬ೝした試掘ᶃ・ᶄの調査ൣғを拡張して実施した。ணखॱに

試掘ᶄを拡張した調査区をＡ地区、試掘ᶃを拡張した調査区をＢ地区とݺশし、調査を実施した。

まͣ、現地表面から遺構が֬ೝできた面の௚上まで、ॏ機による掘࡟を行い、ͦれҎ߱は人力

による掘࡟作業を行った。Ａ地区では、調査区内の中ԝ部分において、多ྔの瓦の堆積を֬ೝし

た。瓦はখยから׬形品に近いものまで出土し、গྔであるがਢܙ器・土師器などの土器も出土

した。南側では、後世の࡟平によって部分తにফࣦしていたが、ݓ大の礫が敷き٧められた状ଶ

をൣ޿ғで検出した。Ｂ地区では、試掘ᶃを中心とするൣ޿ғで瓦の堆積状況を֬ೝした。東側

では、ߌが南北方޲にならΜだ護岸施設とࢥわれる遺構を֬ೝした。

第３次調査は、Ｂ地区の北側にྡ઀して調査区を設ఆし、Ｃ地区として調査を実施した。調査

は、第２次調査までと同様に遺構面௚上までをॏ機で掘࡟し、ͦれҎ߱は人力で掘࡟を行った。

検出した遺構は、西側で瓦の堆積、東側では南北方޲の溝΍ྻߌを検出した。

なお、出土した遺物の整理作業および概要報告作成については、協ٞのうえ、平成20年度に第

２・３次調査の成Ռをまとめて報告することとなった。

̐ɽௐࠪ֓ཁ

ʢ̍ʣ� 第̎次ௐࠪ

平成19年度の調査は、前年度の試掘調査で瓦堆積を֬ೝした試掘ᶃ・ᶄを拡張し、Ａ・Ｂ地区

として調査を実施した。

ᶃ̖஍۠

現地表面より໿1.4̼の深さで遺構面を֬ೝした。Ａ地区の中ԝ部分において、南北໿20̼の

ғで瓦堆積を検出した。また、南側では５～10DN΄どの大きさの礫からなる礫敷き遺構をൣ޿

。ғで検出した（第３・４図）ൣ޿

第４図　A地区土層断面図
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第５図　Ａ地区瓦堆積南側遺物出土状況図（上）・Ａ地区東西溝土層断面図（左下）
Ａ地区礫敷き遺構上面遺物出土状況図（右下）（1�20）
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ଯੵ　堆積層の厚さは15～20DNを測り、丸瓦・平瓦・軒丸瓦・軒平瓦・ᗌే瓦などが出土נ

した。瓦の堆積は、北୺から南へ15̼΄どまでは厚く堆積していたが、南側࢒りの５̼について

はૄらにࢄ布されているఔ度の状況であった。瓦堆積のൣғの南側では、これまでに発見されて

いるෳห࿇՚文軒丸瓦（Ҏ後、報告上ʮ軒丸瓦ᶗ式ʯとする）とは瓦当の文様がҟなるࣣ༿のՖห

を࣋つ形式の軒丸瓦（Ҏ後、ʮ軒丸瓦ᶘ式ʯとする）が出土した（第５図上）。また、एׯであるが

第６図　Ｂ・$地区遺構配置図
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第８図　Ｂ地区北側遺構配置図
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瓦堆積の上層部および上面から平҆࣌୅の土器が出土し、瓦堆積の下層部および௚下層からඈௗ

。୅の土器が出土した࣌

౦੢ߔ　෯໿0.8̼、深さ໿0.15̼を測る。̣110˃̚ を測る。この溝をڥに、北側では瓦堆積が

、փ৭粘࣭土がありࠇがる。溝の埋土の１層には、瓦が多くࠞじる޿がり、南側では礫敷きが޿

この層が瓦堆積層と同Ұのものとߟえられる（第５図左下）。これらの状況から、建物域と礫敷き

の޿場తな空間を区分けする溝であったՄೳੑがߟえられる。

᛽ෑ͖遺ߏ　調査区の南側で、ൣ޿ғにわたって５～10DN΄どの大きさの礫が敷き٧められ

た状ଶを検出した。礫の上面では、গྔではあるが軒丸瓦ᶘ式などの瓦΍土器のഁยが礫にڬま

った状ଶで出土した（第５図右下）。ൣ޿ғにおよͿ礫敷きは、表面には΄とΜどԜತがなく、平

面をҙࣝして敷き٧められている状ଶであった。Ұ部、礫がない部分は、後世の田ാの։ࠖ౳で

。えられるߟ平を受けফࣦしたと࡟

ᶄ̗஍۠

現地表面から໿0.4～0.6̼の深さで遺構面を֬ೝした。Ｂ地区の西側半分で、ൣ޿ғで瓦の堆

積を検出し、東側では南北方޲にߌがฒͿ護岸施設とࢥわれる遺構を検出した（第６・７図）。

。ଯੵ　瓦の堆積層の厚さは15～30DNを測り、Ａ地区より堆積が厚いがখยがൺֱత多いנ

瓦には丸瓦・平瓦・軒丸瓦・軒平瓦・ᗌే瓦などがある。軒丸瓦は、軒丸瓦ᶗ式のΈ出土してい

第９図　Ｂ地区東側護岸施設実測図
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る。また、एׯであるが瓦堆積の上層部および上面から平҆࣌୅の土器が出土、瓦堆積の下層部

および௚下層からඈௗ࣌୅の土器が出土した。また、建築部ࡐとࢥわれる柱ࡐ΍木ࡐยが多く出

土した（第８図）。

っており、Տ઒から࢒を検出した。Ұ部にはԣ൘がྻߌの޲ઃ　調査区の東側で南北方ࢪ؛ޢ

の൙ཞを๷͙ために設けられた護岸施設とߟえられる（第９図）。ߌには丸ࡐと֯ࡐがあり、ଠさ

長さともにෆଗいのものであり、ͦのなかには 穴が࢒るものもあり࠶利用されたものとߟえら

れる。また、ԣ൘のなかには໼൘のように下部のઌ୺をઑらͤたものもあり、当࣌の護岸の状ଶ

が֬ೝできた。さらに、瓦堆積の北側には東西方޲にもྻߌがあり、部分తに൘ࡐが࢒っている

とこΖもあったが、瓦堆積の北側と東側は༙水が多く、溝などの遺構は検出できなかった。

第11図　Ｃ地区遺物出土状況図
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この護岸のߌ΍

ԣ൘の上に瓦堆積

層がඃっているこ

とから、寺がまだ

ଘଓしていた࣌期

か瓦がยͮけられ

るҎ前に設けられ

たものとࢥわれ

る。また、護岸施

設の東側の調査区

の東୺部では、׬

形に近い軒丸瓦ᶗ

式が２఺と平瓦が

２఺がまとまって

出土した。

ʢ̎ʣ第̏次ௐࠪ

Ｃ地区は、遺跡

ൣғの北ݶに位置

している。調査区

は、Ｂ地区の北側

にྡ઀して設ఆし

た（第６・10図）。

ଯੵ　西側でנ

は、瓦΍土器など

が出土する層を֬

ೝした。第２次

調査の瓦堆積にൺ΂ると遺物ྔはগないが、瓦΍土器の΄かに、建築部ࡐをؚΉ木ࡐが出土した。

軒丸瓦では軒丸瓦ᶗ式２఺の΄かに、軒丸瓦ᶘ式が１఺出土した（第11図）。第２次調査では、Ａ

地区の瓦堆積南୺部でしか軒丸瓦ᶘ式は出土していなかった。遺跡北部での出土は།Ұである。

また、瓦堆積の下層部および௚下層からඈௗ࣌୅の土器が出土した。調査区の北半部では、瓦の

堆積は֬ೝできなかった。

。にならͿ護岸施設の北側にԆびるԆ長部分を検出した޲ઃ　Ｂ地区で検出した南北方ࢪ؛ޢ

るとこΖがある-（第12図）。使われて࢒は、２ྻにଧたれており、Ұ部分ではあるがԣ൘がྻߌ

いるߌ΍൘ࡐには 穴が࢒っており、࠶利用のՄೳੑがߴいとࢥわれる。

ೆ๺ߔ　調査区中ԝで、ྻߌの西側で同方޲の෯໿2.5̼の溝を検出した。深さは0.2̼を測り、

第12図　$地区東側護岸施設実測図
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溝内からは、多くのྔの土器

が出土した。また、木製のࡼ

が出土した（第13図）。溝の埋

土には、木ࡐยが多くؚまれ

ており、水が流れて堆積した

ことがわかる。

５ɽग़౔遺෺

ʢ̍ʣ౔ث （ྨ第14・15図）

１～17は、第２次調査で出

土した土器である。１・２は、

Ａ地区で出土した。１は、瓦

堆積層（第４図６層）から出土

したๅच形のつまΈをもつਢ

器の֖である。２は、礫敷ܙ

きの上面から出土したਢܙ器

のഋである。３～17は、Ｂ地

区で出土した土器である。３は、瓦堆積層（第７図断面C11層）から出土した土師器のࡼである。

４は、瓦堆積層（第７図断面C12層）から出土した土師器のഋである。外面にはϛΨΩ調整がΈら

れる。５は、瓦堆積の上面（第７図断面C11層）で出土した土師器のߴ୆෇きのഋである。内外面

には、ϛΨΩ調整が施されている。６は、瓦堆積の上面（第７図断面B10層）で出土したਢ࣭ܙの

࿶とࢥわれる。଻土は΍΍ೈ࣭であり、৭調はࠇփ৭である。７は、瓦堆積の下部（第７図断面

B11層）で出土した土師器のᙈで、ޱԑ部からᰍ部にかけてのഁยである。８～10は、ਢܙ器の֖

である。８・９は、瓦堆積の下部（第７図断面C11層）で出土した。10は、瓦堆積の北側にある東

西方޲のྻߌの൘ࡐ෇近で出土した。内面には、࣫でʮेʯ字の記߸が記されている。11・12は、

瓦堆積層（第７図断面C12層）から出土したਢܙ器のഋである。13は、瓦堆積の下層（第７図断面

C12層）から出土したߴ୆෇きのഋで、ܘޱが15.9DN、器ߴは5.9DNと大ܕである。14は、瓦堆積

の南辺部で出土したਢܙ器のᆵの底部である。15～17は、瓦堆積の上部（第７図断面C11層）で出

土したਢܙ器の࿶で、底部はࢳ੾りߴ୆である。

18～47は、第３次調査で出土した土器である。18～21は、瓦堆積層௚下（第10図５層）から出土

したਢܙ器の֖である。22～28は、瓦堆積の下部および下層（第10図８・12層および５・12層）か

ら出土したਢܙ器のഋである。29～34は、瓦堆積の下部および下層から出土したߴ୆をもつਢܙ

器のഋである。35・36は、瓦堆積（第10図８層）から出土した。35はਢܙ器の࿶のޱԑ部とࢥわれ

る。36はਢܙ器の࿶で、底部にはࢳ੾りࠟがある。37は、瓦堆積層（第10図８層）から出土したਢ

器のഁยで、外面に๽書でʮेʯ字の記߸が書かれている。38は、瓦堆積層（第10図７層）からܙ

第13図　$地区南北溝内木製品出土状況図
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出土した土師器のࡼである。39～42は、瓦堆積層の下部および下層から出土した土師器のഋであ

る。41・42の底部外面にはϔϥέζϦ後φσの調整がΈられる。43は、南北溝（第10図11層）から

出土した土師器のഋのޱԑ部とࢥわれる。ຏ໓がஶしいがϛΨΩの調整ࠟがΈえる。44は、南北

方޲の溝の底から出土した土師器のഋである。外面には、ԣ方޲のϛΨΩ調整があり、内面には

ԑ部から底部にかけて์ࣹ状҉文、底部にはཐટ҉文が施されている。45は、南北溝から出土ޱ

した土師࣭の土器で、ߴഋの٭部とࢥわれる。長方形のಁかしが４方޲にある。内外面には੺৭

のإ料がృられている。46は、南北溝から出土した土師࣭のᆵかുとࢥわれるが、底部にߴ୆が

෇く。この土器の内外面にも、੺৭のإ料がృられている。47は、瓦堆積（第10図７層）の上面で

出土した土師器のӋזのޱԑ部である。

ճの調査で出土した遺物のなかで、瓦堆積層の下層部΍௚下層から出土した土器は、寺がଘࠓ

ଓしていた࣌期をࣔすものとࢥわれる。この土器群を࡯؍すると、７世ل຤から８世لॳめごΖ

にまとまっている。第１次調査で報告した土器で、ߴ୆をもつਢܙ器ഋＢが７世ل後半と、ݹい

要ૉはあるにしても全ମతにߟえると寺の଄Ӧ࣌期は、एׯ下るՄೳੑもߟえられる。また、瓦

堆積の上面΍上層で出土した土器は、寺の廃ઈあるいは廃ઈ後の࠶堆積の࣌期で、平҆࣌୅中期

（10世ل୅）とࢥわれる。

第14図　出土遺物実測図　土器（1）
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第15図　出土遺物実測図土器（2）
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ʢ̎ʣנ （ྨ第16～26図）

58は軒丸瓦で、48～52はＡ地区、53～55はＢ地区、56～58はＣ地区から～48　נฏݢɾנؙݢ

出土した。48は、軒丸瓦ᶗ式としたෳห࿇՚文で八༿のՖหをもつ軒丸瓦で、Ａ地区の瓦堆積か

ら出土した（第５図上）。49は、瓦堆積層から出土した。軒丸瓦ᶘ式としたࣣ༿のՖหをもつ軒丸

瓦である。50は、南側で検出した礫敷き遺構の上面から出土した（第５図右下）。瓦当面のຏ໓が

ஶしい。51は、瓦堆積から出土した。52は、48に近઀して出土している（第５図上）。48・52が出

土した地఺は瓦堆積のൣғの南側の出土ྔがൺֱతগない地఺である。53は、Ｂ地区の瓦堆積か

ら出土した。瓦当面のՖห部分に５NNఔの石がΈえる。54・55は、瓦堆積の東側で検出した護

岸施設のྻߌのさらに東側で、平瓦２఺とともに出土した（第９図）。55は、瓦当に丸瓦がつく׬

全に近い状ଶで出土した。外面は、タタΩののち調整ࠟをφσফされており、内面は布目ࠟが࢒

る。56～58は、Ｃ地区の瓦堆積から出土した（第11図）。58は、北側で།Ұ出土した軒丸瓦ᶘ式で

ある。

軒丸瓦は、２छྨの瓦当の文様があり、軒丸瓦ᶗ式（48・49・53～57）は、これまで発見されて

第16図　出土遺物実測図　瓦（1）
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いる軒丸瓦と同ᝎのものである。瓦当の௚ܘは14.6DNを測る。瓦当の文様は、ෳหで八༿のՖห

をもち、周ԑに３本Ұ組で交ޓに޲きを変える変形したࣃڒ文があり、઒原寺式の系౷とߟえら

れる。瓦当の文様はෳࡶであるが、Ֆหのྏઢ΍調整などはࡶで、଻土にも５NNఔの石がࠞじ

っている。瓦当のషり෇けに関してもՖหの位置がݸ々にҟなる。また、ম成もਢ࣭ܙに近い良

くমかれたものからೕന৭のমきが؁いものまである。もうҰ方の軒丸瓦ᶘ式（50～52・58）は、

瓦当面の文様はૉหのࣣ༿のՖหで周ԑにࣃڒ文はなく、８ݸのच文があり、軒丸瓦ᶗ式（ෳห

࿇՚文）とはผの系౷のものとࢥわれる。瓦当の௚ܘは15.1DNを測り、出土した４఺の৭調は、

す΂てೕന৭に近く、ম成が؁いものである。どういった経Ңで２छྨの軒丸瓦が使用されたの

かはෆ明であるが、軒丸瓦ᶘ式（ࣣ༿のՖห）は近畿北部にも同系ྻのものはなく௝しいものでڵ

ຯ深い。59～67は軒平瓦で、59～64はＡ地区の瓦堆積、65～67はＢ地区の瓦堆積から出土した。

俵野廃寺で出土する軒平瓦の文様は、ॏހ文である。軒平瓦に関しては、׬形に近いものはなく

ഁยが多い。瓦当面はܕ引きによってೋ本のހઢをඳく。ֺは、ஈֺܕ式で瓦当の厚さはͦれͧ

第17図　出土遺物実測図　瓦（2）
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第18図　出土遺物実測図　瓦（3）
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第19図　出土遺物実測図　瓦（4）
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第20図　出土遺物実測図　瓦（5）
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れҟなる。調整は表面にはࡉかい布目ࠟ΍Գרきの࿮൘ѹࠟが࢒る。ཪ面は瓦当部の粘土షり෇

けࠟ跡΍φσফしࠟがΈられる。

（村田和弘）

୅の丸瓦および平瓦である。これら全てをݹ、出土遺物ίンςφ190ശの大半は　נɾฏנؙ

資料化することはできないので、Ҏ下の作業により資料化に౒めた。

1）丸瓦については、۱部の૯਺を೺Ѳするとともに、ྔのগないۄԑ式瓦については全఺ର৅

とし、行ج෪き式については、ڱ୺部もしくは޿୺部が׬ଘしているもの、側面16.0DNҎ上ある

ものをର৅とした。ͦれҎ外に、۱部がᭉ状の形状をもつもの３఺を資料とした。資料૯਺は

238఺である。

2）平瓦については、ᗌే瓦がؚまれていることが༧૝されたので、۱部の૯਺を೺Ѳするとと

もに、ڱ୺部12.0DNҎ上、޿୺部13.0DNҎ上、側面16.0DNҎ上を測るもの及びᗌే瓦のうちର

Ԡする྆側面が࢒っているものをந出した。資料૯਺は167఺である。

3）丸瓦、平瓦の૯۱਺は、ͦ れͧれ1979と696である。４で割った਺は、ͦ れͧれ、495と174（い

ͣれもখ਺఺Ҏ下ޒࣺ࢛ೖ）である。出土した丸瓦、平瓦の૯਺は、ͦれͧれ495ຕ、174ຕと૝

ఆする。丸瓦と平瓦のൺ཰は、３ର１である。

第21図　出土遺物実測図　瓦（6）
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丸瓦には、行ج෪き式（68）とۄԑ式（69）のものがある。ۄԑ式のものはۃめてগ਺で、૯਺22

఺を਺え、૯਺495の໿４ύーセントを઎めるにす͗ない。ۄԑ式とはผに、ڱ୺面の۱部に２

DN΄どのᭉ状の੾ࠐΈをೖれるもの（第26図５）が３఺ある。ۄԑ部の長さのわかるものは６఺

で、6.5～7.3DNを測り、ۄԑ部をআく全長のわかる瓦が１఺あり、ۄԑ部をؚΉ全長は42.0DN΄

どと෮ݩできる。ۄԑ୺部での໛ܘࠎは7.5～8.0DNを測る。行ج෪き式の丸瓦で全長のわかるも

のは、68をؚΉ４఺で、ͦれͧれ32.8DN、33.5DN、37.0DN、35.2DNを測る。෮ݩされる໛ࠎの

いものかࡉにはࠎは5.1～8.6DNを測る。໛ܘ୺面の௚ڱは10.5～14.6DNを、同じくܘ୺面の௚޿

らଠいものまでόϦΤーγϣンがある。68はଠい໛ࠎによるものである。Ԝ面にはࢳ੾りࠟおよ

び布目ѹ （ࠟ6～10本�DN）が࢒り、ԁ周にԊって半周長の測れる115఺のうち55఺に布の௲じ߹わ

第22図　出土遺物実測図　瓦（7）
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第23図　出土遺物実測図　瓦（8）
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ͤࠟが見られる。布の௲じ߹わͤࠟҎ外に分割ࢦ標とࢥわれる๮状のѹࠟを側୺部にもつものが

Ұఆྔある（第26図３）。ತ面は、多くがԣφσ調整で࢓上げられているが、ୟきࠟ、࡟りࠟが࢒

されているものがある。ୟき൘ѹࠟは、平行ୟき（第26図１）が16఺、֨ࢠୟき（第26図２）が２఺

できるも࡯؍のφσが޲いॎ方ڧ、できるもの࡯؍りࠟが࡟の޲およびॎ方޲できた。ԣ方࡯؍

のもある。ম成後に中ԝ部にఝ穴を։けているものが１఺ある（第26図６）。側୺面に布目ѹࠟを

もつものが１఺ある（第26図４）。

平瓦167఺のうち、法ྔがわかるものは１఺（70）のΈで、全長41.5DN、޿୺面長29.5DN、ڱ୺

面長24.0DNを、厚さ2.0～3.5DNを測る。΄かに޿୺面長のわかる２資料は、28.0DN・33.0DNを、

。୺面長のわかる８資料は、20.0～28.0DNまでを測る。平瓦全ମでの厚さは1.3～4.3DNと෯があるڱ

平瓦は、いͣれもԳרき４ຕつくりによるものとਪఆできる。ತ面の調整は、φσもしくはέζ

Ϧ（ڧいφσか）ࠟ 跡のΈをཹめるものが大半の124఺を઎める。後ड़するようにφσの下にୟき

ࠟを࡯؍できるものがあるので、これらの多くはୟきకめを行った後φσ調整౳を行ったとߟえ

第24図　出土遺物実測図　瓦（9）
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られる。ୟきࠟ跡は平行ୟき（第

26図７）、ࣼ֨ࢠୟき（第26図８）、

長方形֨ࢠୟき（第26図９）、ೄୟ

き（第26図10）がある。資料化ର৅

外だが正֨ࢠୟきのখยもଘ在す

る。平行ୟきは17఺あるが、いͣ

れもφσの下にわͣかにୟきࠟを

ୟきは20ࢠ֨ࣼ。すものである࢒

఺（71・72ؚΉ）֬ ೝできた。֬ೝ

できるୟき൘の໛様ଳの෯は、

8.5DNである
ㅭ㉅５ㅮ

。多くはୟき後ෆ調

整だが、ୟきをφσফͦうとする

ものもগྔある。長方形֨ࢠୟき、

ೄୟきはͦれͧれ２఺֬ೝでき

た。この΄か、ୟきのछྨが൑ผ

できないものが１఺ある。Ԝ面に

は、布目ࠟ、布௲じࠟ、ࢳ੾りࠟ

及び࿮൘ѹࠟなどが࡯؍できる。

分割ࢦ標は見られない。布目は、

７～10本�DNのものが大半だが、

5～6本�DNのૈいもの΍、11～

16�DNのࡉかいものもある。布の

௲じ߹わͤࠟは、22఺にೝめられ

た。Ԝ面にέζϦを行うもの（第

26図12）もগྔある。࿮൘の෯は、

෯２～４DNを測るもの（第26図

11）が多い。྆୺面および྆側面

の整形は、ϔϥ੾りのΈ行ってい

るものが多いが、ϔϥ੾り後྆୺

面΍྆側面の֯を面औりするもの

（74）がҰఆྔଘ在する。

平瓦の中にはᗌే瓦とわかるも

のが19఺ଘ在する。ᗌే瓦のうち、

全形のわかるものは、72・73をؚ

Ή ４ ఺ で あ る。 全 長 は37.0～

第
25
図
　
出
土
遺
物
実
測
図
　
瓦（
10
）



俵野廃寺第２・３次発掘調査報告

-27-

38.5DNを測る。この内３఺はԳרき後６分割されたものとਪఆされ、޿୺面長17.0～19.0DN、ڱ

୺面長15.5～17.5DNを測る。࢒りの１఺は、޿୺面13.5DN、ڱ୺面10.0DNを測る。厚さはബい部

分1.5DN前後、厚い部分で2.6DNを測るものが多く、Գרき４ຕ作りの平瓦にൺ΂てബい޲܏に

ある。

、ճの調査では出土地による平瓦・丸瓦のࠩҟを見出すにはいたらなかった。図化した瓦ではࠓ

68・70がＡ地区、71～73がＢ地区、69・74がＣ地区からͦれͧれ出土した。

（肥後弘幸）

ʢ̏ʣ໦੡඼（第27図）

75・76は、B地区で出土した。75は、瓦堆積と護岸施設との間の地఺で出土したۂ物のԳの底

൘で4か所に２～３NNఔ度の 穴があけられ、木ఝがࠩしࠐまれている。76は、瓦堆積層の下

部から出土した。全長42DNを測り、Ӌࢠ൘状をఄしている。Ѳり部は加޻されているもので全

ମに加޻がࡶであり、Կらかのະ製品のՄೳੑがある。77・78は、Ｃ地区から出土した。77は、

瓦堆積層から出土したߌ状の木製品で、Ұ方を࡟りߌのઌのようにઑらͤているが、用్はෆ明

である。78は、南北溝から出土した木製のࡼである。内外面は、ஸೡに࡟り整形されている。い

ͣれも਑༿थとߟえられる。

̒ɽ·ͱΊ

第26図　丸瓦・平瓦部分写真
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第27図　出土遺物実測図　木製品
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ஃなど建物に௚઀関࿈する遺構は検出できなかった。しجճの第２・３次調査では、ૅ石΍ࠓ

かしながら、Ａ・Ｂ地区において、瓦などの遺物が多ྔに堆積している状況を検出し、Ａ地区の

南側で礫敷き遺構を検出した。また、Ｃ地区では寺域の東୺部の状況を֬ೝした。

Ａ・Ｂ地区で検出した瓦堆積内からは、寺院のଘଓ࣌期をࣔすものとしてඈௗ࣌୅後期からಸ

良࣌୅後半（７世ل後半～８世ل後半）にଐする瓦΍土器の΄かに、平҆࣌୅（10世ل୅）の土器が

出土した。平҆࣌୅の土器はগྔであるが、瓦堆積層の上部および上面から出土している。また、

瓦堆積の中には、柱ࡐ΍多ྔの木ยが出土した。これらの状況から、この堆積はࣗવ堆積ではな

く、平҆࣌୅に建物の解ମあるいは廃ઈ後のย෇けがあったことがਪ測できる。この瓦堆積は、

護岸施設のྻߌと南北の溝の埋土の上に堆積しており、護岸施設が設けられる࣌期と瓦堆積の࣌

期との正֬な࣌期ࠩはෆ明であるが、護岸施設΍南北溝が瓦堆積よりݹい࣌期に設けられたもの

であることがわかった。

遺物は、おもに瓦堆積から出土した土器と瓦などである。瓦では、軒丸瓦・軒平瓦（ॏހ文）・

丸瓦・平瓦・ᗌే瓦がある。軒丸瓦では、ैདྷから知られているෳห࿇՚文軒丸瓦（軒丸瓦ᶗ式）

の΄かに、新たなܕ式として７༿のՖหを࣋つ軒丸瓦（軒丸瓦ᶘ式）が出土した。軒丸瓦ᶘ式とし

た瓦のಛ௃としては、出土ྔは軒丸瓦ᶗ式にൺ΂るとগなく、Ֆหの形がෆଗいでૈࡶなもので

あるにもかかわらͣ、瓦当の࢒ଘ཰がߴい。製作に࣌期ࠩがあるՄೳੑもߟえられるが、瓦堆積

層から出土しているため࣌期ࠩを֬ೝすることは೉しい。さらに、出土した地఺がＣ地区の北୺

部とＡ地区南側と瓦堆積の南北୺のΈで、遺跡ൣғの南北୺から出土していることなど出土状況

にもಛ௃がΈられる。丸瓦では、ஈを࣋たͣҰ方がࡉくなる行ج෪き式のものが採用されている。

まれたものであΖう。平瓦は、ತ面のࠐち࣋ୟきをもつものはิम瓦としてࢠԑ式のもの΍֨ۄ

ୟきをஸೡにφσফしたものが大半を઎める。これが૑建࣌の瓦であΖう。ࣼ֨ࢠୟきをもつも

のがҰఆྔあり、ผの建物に用いられたՄೳੑがある。ͦの΄かのୟきをもつものはิम瓦であ

Ζう。調整方法からߟえると、࣌期としては８世لॳ಄（ࣼ֨ࢠୟき）～８世ل後半（ೄୟき）にか

けて瓦の෪きସえもしくはҰ部ิमが実施されたと見られる。ࠓճの調査で出土した瓦をछྨผ

にൺֱすると丸瓦が多く平瓦がগなく、ൺ཰తにはおよͦ３ର１となる。丸瓦が多い建物を૝ఆ

すると築地などが૝ఆされるが、ࠓճの調査では֬ఆできる遺構などは֬ೝできなかった。土器

では、７世ل຤～８世لॳ಄のਢܙ器のഋ΍土師器のഋなど、΄かに10世ل前半のਢܙ器のഋな

どが出土した。平҆࣌୅に建物の廃ઈまたは౗յがあったか、この࣌期に瓦΍建築部ࡐのย෇け

が行われたとߟえられる。

ܕஃなど建物に௚઀関࿈する遺構は検出できなかったが、２छྨのجճの調査では、ૅ石΍ࠓ

式の軒丸瓦が出土したことにより、ౝҎ外に瓦෪きの建物がଘ在していたՄೳੑがߴくなった。

また、ෳห࿇՚文軒丸瓦の΄かに、ࠓճ出土したܕ式の軒丸瓦（軒丸瓦ᶘ式）は、瓦当面のՖหが

７༿でඇରশの文様の؆ུ化されたものである。出土した遺物から平҆࣌୅に廃ઈまたは解ମが

行われたとߟえられ、俵野廃寺で出土した２छྨの軒丸瓦が同࣌期に෪かれていたとࢥわれるが、

瓦製作に࣌期ࠩがあるのかは現࣌఺では֬ఆすることはできない状況である。しかしながら、こ
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れらの瓦は当࣌の丹後地域における瓦ੜ産ٕ術を知るうえでوॏな資料といえる。

Ａ地区の瓦堆積は、ౝの心ૅとࢥわれるૅ石が発見された地఺に近઀していたが、ͦの΄かの

ૅ石΍جஃのࠟ跡を֬ೝすることはできなかった。調査区の東側には南北溝΍護岸施設があり、

さらに東には俵野઒の旧流࿏があるため、東に遺構がల։するՄೳੑは௿い。西側では現俵野઒

の઒底で、ౝの心ૅとࢥわれるૅ石が発見されている。発見された地఺とＡ地区までのڑ཭は、

໿８̼しか཭れておらͣ、このૅ石がݩの位置をอっていたとすれば、西側のٰྕとの位置関係

からߟえると、旧Տ઒とٰྕにڬまれたڱいൣғに寺院が଄られていたとਪ測される。また、Ұ

方では、Հཟ配置をແࢹしٰྕの平ୱ部を利用した建物の配置をしていたՄೳੑもߟえられる。

Ａ地区の南側で検出した礫敷き遺構は、５～10DN΄どの大きさの礫がൣ޿ғにおいて敷き٧

められており、޿場తな空間のଘ在が૝ఆされる。

近ྡのʮ木津ʯの地名がࣔすように、ݹ୅ߓ࿷という要所に建てられた俵野廃寺は、ಸ良࣌୅

に丹後国分寺（ٶ津市）が建立されるまでは、丹後།Ұのݹ୅寺院として、ಠࣗの２छྨの軒丸瓦

を෪いたՀཟがҖ༰をތっていたとਪ࡯できる。寺院の建物配置΍西側の状況、瓦のݩڅڙにつ

いては、কདྷの周辺の調査で֬ೝされることを期଴したい。

（村田和弘・肥後弘幸）

஫１　村田和弘ʮ俵野廃寺発掘調査概要ʯ（『京都府遺跡調査概報』第122࡭　（財）京都府埋蔵文化財調査研

究センター）2007

஫２　調査参加者（ॱෆ同）井上༝ࢠى・井本༞٢・ࢠ岡ઍ୅美・松本ල成・খ࿏すΈڮ・ࢠ本正Ұ・岡本ູ・

松本ହོ・松本ོ෉・西֞ࢤݑ・ി中࣎作・山本ࡾ市࿠・中઒௚・ባൟ೭・খּ原ॱࢠ・ਗ਼水༑Ղࢠ・

丸୩はまࢠ・寺尾و美ࢠ・長尾美ࢠܙ・山઒幸೫・田中Ώかり・௬޺ܒ

・土資料ؗڷ京都府教育委員会・京丹後市教育委員会・京都府立丹後（শུܟ）ಋいただいた方・機関ࢦ　　　

上原真人・ඛ田఩࿠

஫３　網野町ࢽ編ࢊ委員会ʮ第ೋষݹ୅ʯ（『網野町ࢽ』　上ר）1992

஫４　ʮ網野町の遺跡ʯ（『京都府網野町文化財調査報告』　第４集　網野町教育委員会）　1986

஫５　よくࣅたࣼ֨ࢠୟきの瓦をম成するఅ୩瓦༼（８世لॳ಄）が同市ٱ美඿町丸山に所在する。しかし、

ここのࣼ֨ࢠୟき൘の文様෯は7.5DNであり、俵野廃寺のものとはҟなる。

参ߟ文ݙ

岡田茂弘ʮ丹後俵野廃寺ʯ（『֋௩』77߸　物࣭文化研究会）1958

ྛ和޿ʮ俵野廃寺出土のݹ瓦ʯ（『ଠ᫭೾ݹߟ』第３߸　྆丹ٕ師の会）1983

খ山ڮ・޹ݩ本উ行ʮ俵野廃寺のَ瓦ʯ（『ଠ᫭೾ݹߟ』第23߸　྆丹ٕ師の会）2005

ඛ田఩࿠ʮ丹後地域のݹ୅寺院ʯ（『丹後地域࢙へのい͟ない』　ࢥ文ֳ出版）2007
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２.戸田遺跡発掘調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

戸田遺跡は、福知山市字戸田に所在する。༝良઒中流域の福知山ຍ地の西部に位置し、ຍ地を

東から西に޲かって流下する༝良઒南岸のࣗવఅ๷上に立地する。土師器、ਢܙ器などの遺物ࢄ

布地として遺跡地図にొࡌされている。ࠓճの調査は、༝良઒中流部改म事業の築అ޻事に伴う

もので、国土交通省近畿地方整備局の依頼を受けて実施した。

調査は、平成19・20年度にわたって実施した。平成19年度の調査を担当したのは、当調査研究

センター調査第２課調査第1係長খ池׮、主査調査員柴暁彦、調査第３係主任調査員引原茂治で

ある。平成20年度の調査担当は、調査第２課調査第１係長খ池׮、主任調査員引原茂治、主査調

査員柴暁彦である。

調査にあたっては、福知山市教育委員会をはじめ、京都府教育委員会、地ݩ戸田ࣗ治会などの

関係ॾ機関からご協力いただいた。ಛに、福知山市教育委員会の八੉正༤ࢯ、松本学തࢯ、Ӭ୩

ོ෉ࢯからは、現地で多くのごࢦಋ、ご教ࣔをいただいた。記してँײしたい。調査作業では、

第１図　調査地位置図（国土地理院　1�25
000　福知山東部）
１.戸田遺跡　２.上ϲ市遺跡　３.؍・ڵԻ寺遺跡　４.土遺跡　５.石原遺跡

６.前田遺跡　７.上野平遺跡　８.઒北遺跡　９.立石遺跡　10.ψΫϞݹ෿群　11.ࢲ市ԁ山ݹ෿
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地ݩの方などに参加していただいた
ㅭ㉅１ㅮ

。

なお、調査に係る経費については、国土交通省近畿地方整備局が全ֹ負担した。

̎ɽҐஔͱڥ؀

༝良઒中流域にはࣗવఅ๷上にӦまれた遺跡が多਺֬ೝされている。ࠓճの調査地෇近には、

໻ੜ࣌୅から中世にかけての集མ跡である؍Ի寺遺跡΍ڵ遺跡・土遺跡などがある。また、東ྡ

のҁ部市域では、ຯ方遺跡・੨野遺跡・੨野西遺跡などが知られている。ٰྕ部にはݹ෿が多く

分布している。ݹ෿࣌୅中期のψΫϞݹ෿群では、൫ཾڸなどが出土した。北東側のҁ部市ڥに

は、府内࠷大ڃのԁ෿であるࢲ市ԁ山ݹ෿が位置する。中世の遺跡として、調査地から༝良઒を

。えられる建物跡群が検出された上ϲ市遺跡があるߟΜだ北側の୆地上に、༗力者のؗとڬ

戸田の集མの東୺にӜౢਆࣾというখࣾがあり、ͦのࣾ಄にʮおপ（お͵う）ʯとݺばれるখさ

い池がある。もとはਆࣾഎ後の༝良઒Տ઒敷にあったが、ࠓճの築అ޻事に伴い、現在地にҠస

された。この池は、നいؠをհしてཾٶ৓の大きなপに௚݁しており、この池でئい事をすると

す͙にԵඣに఻わり、ಛにఱؾに関するئい事はඞͣฉいてもらえる、という఻説がある。過ࠅ

なࣗવと૬ରͤ͟るをಘなかった土地ฑを൓өした఻説と言える。　　　　　　　（引原茂治）

̏ɽௐࠪܦա

平成19年度の調査は、平成19年11月28೔にର৅地の西側部分から։࢝した。旧状は主に೶地部

分にあたる。標ߴは西から東に޲かってঃ々にߴくなる。ここに、１～９トレンチを設ఆして調

査を行った。３～９トレンチでは、地表下0.3～0.5̼で中世の遺物をؚΉ層がΈられたので、４

トレンチでएׯの拡張を行った。ͦの݁Ռ、ߞ作に伴うものとΈられる南北および東西方޲のૉ

掘り溝΍ϐοトを検出した。出土遺物から、ߐ戸࣌୅前期ࠒの遺構とߟえられる。下層は、࣭࠭

土の堆積がଓき、地表下１.0～2.3̼でՏ઒堆積による礫層となる。この礫層には໻ੜ࣌୅からݹ

୅までの土器ยがؚまれる。

ͦの後、ର৅地の中ԝ部、東側部の調査を行った。中ԝ部はຽՈのҠసがະྃだったため、東

୺部に10・11トレンチを設ఆした。10トレンチでは地表下0.7～0.8̼で、溝・ϐοト౳の遺構を

検出した。出土した遺物から、中世ࠒの遺構とߟえられる。東側部では、12～16トレンチを設ఆ

して、調査を行った。ͦの݁Ռ、12～14トレンチで、13世ࠒلの遺物をؚΉ土坑΍ϐοトを֬ೝ

した。15・16トレンチでは、近世の遺構を֬ೝしたが、ͦれҎ前の࣌期の遺構はແかった。平成

19年度の調査ऴྃは平成20年２月22೔で、調査面積は1
780ᶷである。

平成20年度調査は、平成20年４月23೔から։࢝した。ࡢ年度調査の12～14トレンチ部分をＡ地

区、10トレンチ周辺をＢ地区として本調査を行うこととし、Ａ地区からணखした。ͦの後、ࡢ年

度試掘調査ができなかったՕ所に17～19トレンチを設ఆして遺構・遺物の༗ແを֬ೝした。

Ａ地区調査と試掘調査の݁Ռを受け、関係ॾ機関と協ٞを行い、溝౳の遺構を検出した19トレ

ンチ周辺をＣ地区として本調査を行うこととした。また、Ａ地区についても調査ൣғを拡張し、
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ͦの西側にྡ઀する部分も20トレンチを設ఆして調査を行うことになった。20トレンチでは土坑・

ϐοト・石ྻなどを検出した。土坑では、堆積土にম土と୸化物մ・փ・஁໶ᕥをؚΉものがあ

り、調査地෇近でখ஁໶を行っていたՄೳੑがある。また、堆積土中からమ製๰਴ （ं第９図71）

が出土した土坑もある。石ྻは、土坑の北および南側のݞ部に礫をฒ΂るもので、池とࢥわれる。

平成20年度の調査ऴྃは10月22೔で、調査面積は2
300ᶷである。調査ऴྃにあたって、９月23

೔に現地説明会を実施した。地ݩの方々を中心に131名の参加があった。

（引原茂治・柴　暁彦）

̐ɽௐࠪͷ֓ཁ

調査地の層序は、Ａ～Ｃの各地区とも0.6～１.0̼の୐地଄成土が堆積している。Ｂ地区は第７

図の12層が遺構検出面となる。Ｃ地区は同20層上面が遺構検出面である。

ᶃ̖஍۠　Ａ地区で検出した遺構は掘立柱建物跡、多਺のϐοト・土坑・溝などがある。検出

した遺構の大半が中世のものである。中世の溝跡の方޲は北東ʵ南西方޲をࣔしており、当࣌の

地形（༝良઒の流࿏）に੍໿されたものとߟえられる。

調査地西半部で検出した溝ＳＤ27および溝ＳＤ241の２৚の溝は道࿏側溝ともߟえられるが、

方޲をわͣかにҧえる。溝心々の間ִは10̼を測る。

溝ＳＤ04は北西ʕ南東方޲の溝である。溝の上面にはݓ大の礫が多਺集積していた。この礫を

আ去するとͦの下の堆積土中で、΄΅׬形品の瓦器࿶１఺とผݸମの瓦器࿶ยが出土した。この

溝の࣌期は出土遺物から12世ل後半とߟえられる。

土坑ＳＫ07は平面形が長ପԁ形をなす土坑で、長࣠1.8̼、୹࣠0.5̼、深さ0.4̼を測る。土坑

内にはݓ大から人಄大の礫が20ݸఔ度౤غされていた。大半が５層中にؚまれていた。礫の中に

はඃ೤により੺変しているものがΈられた。土坑の中ԝ部෇近で土師器ࡼย、３層および５層か

ら瓦器࿶のഁยが出土した。また土師器ࡼの近辺でમ՟１఺が出土したが、ྼ化がܹしくમ面の

൑ಡはできない。ุのՄೳੑもߟえられる。

石組溝ＳＸ08は、྆ݞ部の石ྻで石の配ྻがҟなる。࢒ଘする北側の石ྻは１石をআき、溝の

内側に୺面をଗえて11石が࢒ଘしていた。Ұ方、南側の石ྻは石の側面をଗえて、５石が࢒ଘし

ていた。南北の石ྻの෯は0.3̼を測る。溝は北東から南西に޲かって下߱する。

土坑ＳＫ09は長࣠0.8̼、୹࣠0.5̼のن໛で、平面形がପԁ形をなす土坑である。深さは0.3̼

を測る。土坑内から׬形品の瓦器࿶・土師器ࡼなどが出土した。

池状遺構ＳＸ510はਪఆする௚ܘが内法で2.5̼を測る半ԁ形の遺構である。土坑の内面には、

さはߴଘしていた。石積Έの࢒大から人಄大の礫が底面から４～５石積Έ上げられた状ଶでݓ

0.5̼を測る。遺構の北側の石積Έは良޷に࢒っていたが、南東側の石積Έは࢒ଘしていなかった。

ͦの形状から池状の施設ともߟえられるが、底部に粘土をషったような଱水構଄は見られないこ

とから、ࣨ状の施設ともΈられる。

ϐοトは調査地の北東部および南西部を中心に௚0.3̼ܘఔ度のものが਺ඦଘ在し、掘立柱建
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第４図　Ａ地区平面図
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第５図　Ａ地区検出遺構実測図
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物跡がかなりのස度で建てସえられていたと見られる。ϐοトの中にはࠜ石を࣋つものも見られ

ることから、掘立柱建物跡として෮ݩできるはͣであるが、֬実にҰつの建物跡としてೝࣝでき

るものはগなく、ͦの中で３౩を෮原している。ϐοトは溝ＳＤ27を੾っており、溝廃ઈ後に建

物を建てたものとߟえる。

近世の遺構は土坑、溝などがある。土坑ＳＫ03は廃غ土坑とߟえられ、陶磁器΍瓦౳の遺物が

出土した。࣌期は18世ل後半～19世لである。

なお調査地の南東部は遺構がرബであること΍、池状遺構ＳＸ510の南東側の石積Έもফࣦし

ていることから、ߑ水で遺構が流出しͦの後に粘࣭土が堆積したものとߟえられる。

ᶄ̗஍۠　中世の遺構として、掘立柱建物跡・溝・土坑などがある。調査地北側で２間ʷ３間

（4.2ʷ5.4̼）の東西౩の建物跡を検出した。

調査地中ԝ部で検出した溝ＳＤ22は෯4.5̼、深さ0.3̼を測る、東西方޲の溝である。調査地

内で長さ12̼を検出した。溝෯は西側に޲かって޿くなる。堆積土中にはएׯの人಄大の礫をؚ

Έ、底部෇近で׬形品の瓦器࿶・瓦器ࡼ・土師器ࡼ΍、瓦࣭土器のು・ମ部外面にタタΩを施し

た東೻系のᙈ・੨ന磁খᆵยなどがまとまって出土した。

溝ＳＤ13および溝ＳＤ130は平行する東西方޲の溝である。溝෯は1.2～1.3̼を測る。これらの

溝心々の間ִは６̼である。ͦの΄か溝ＳＤ22を੾るように溝ＳＤ08、溝ＳＤ10の南北方޲で２

৚の平行する溝がある。溝は現ཬ道に平行し、ཬ道から東へ10̼の位置にあるため、Կらかの区

ըをࣔしているものとࢥわれる。また溝ＳＤ14は西壁دりで検出したが、ରԠする西側の溝のݞ

部分は調査地外のため、ن໛はෆ明である。この遺構から13世ࠒلの中国製੨磁࿶などが出土し

た。΄かに、11世ل後半とߟえられる底部ࢳ੾のਢܙ器࿶などもؚまれる。

ᶅ̘஍۠　Ｂ、Ｃ地区間の南北方޲のཬ道をはさΜで西側はാ地として利用がなされており、

東西方޲に20৚΄ど平行してฒͿ੊溝群を֬ೝした。ാの区ըは北東ʕ南西方޲の܏きを࣋つ。

੊溝群は෯10̼、長さ17̼分を調査地内で֬ೝした。Ｂ地区にはこの੊溝群が֬ೝできないこと

から、中世ஈ֊においてもここに位置したཬ道が土地のڥ界となっていたとߟえられる。Ұ方、

ാ地の西側はϐοトがࢄ発తに見られたが、当࣌は空ؓ地になっていたとࢥわれる。

（柴　暁彦）

５ɽग़౔遺෺

期࣌୅Ҏ前に૎るݹ、ճの調査では、多くの遺物が出土した。中世Ҏ߱の遺物が΄とΜどでࠓ

の遺物はগない。

ᶃ۷ࢼτϨϯνग़౔遺෺

試掘調査では、西半部の１～９トレンチでは、ݦஶな遺構を検出しなかった。出土遺物もわͣ

かで、Տ઒堆積と見られる礫層から出土した土器はϩーϦンάを受けているものが多い。本調査

を行った東半部では、様々な遺物が出土している。

１は土師器ᙈのޱԑ部で、内࿷ؾຯに立ち上がる。２・３は土師器ᙈで、ମ部からޱԑ部が丸
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第６図　Ｂ地区・Ｃ地区平面図
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第７図　Ｂ地区・Ｃ地区南壁断面図
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ຯをもって۶ۂする。ޱԑ୺部は丸くऴわる。΄΅全面తにφσ調整である。４・５は土師器࿶

で、ϩΫϩ成形、底部ࢳ੾りである。Ҏ上の遺物は、10トレンチ出土である。

６は໻ੜ土器೺ख෇ുで、ମ部外面に؀状の೺खを෇す。଻土はਫ਼良である。11トレンチから

出土した。後期の土器とΈられる。７は໻ੜ土器ᆵで、ޱԑ୺部がࣼめ下にਨ下する。୺面にԜ

ઢ文を施す。ᰍ部外面にもԜઢ文をめ͙らͤる。畿内第ᶚ様式期の土器とΈられる。12トレンチ

から出土した。

８・９は土師器ࡼで、底部からޱԑ部が丸ຯをもって立ち上がる。13世ࠒلのものか。10・

11・12は瓦器࿶で、ޱԑ部が肥厚する、いわΏる丹೾ܕの࿶である。内面のϛΨΩは΍΍まばら

であり、外面にはϛΨΩが΄とΜど見られない。13世ࠒلのものとΈられる。13は瓦器࿶の底部

で、ߴ୆内にϔϥ記߸とߟえられるઢࠁがある。11・12と同࣌期とΈられる。14・15は中国製੨

磁࿶の底部で、ཾઘ༼産とߟえられる。14は外面に࿇ห文をࠁΉ。16は໻ੜ土器ᙈのޱԑ部で、

ԑ部が２ஈ状になり、外面にٖԜઢ文をめ͙らͤる。後期後半に位置෇けられる。17は土਴でޱ

ある。Ҏ上の遺物は、13トレンチから出土した。

18はਢു࣭ܙの底部である。ష෇けߴ୆を෇す。在地系の土器か。19は中国製ന磁࿶の底部で

ある。ۄԑ状のޱԑをもつ12世ࠒلの製品とߟえられる。20は肥前陶器の౵状の࿶底部とΈられ

る。ߴ୆৞෇Ҏ外に҉྘׊৭ᬵを施す。17世ࠒلの製品とߟえられる。23は肥前磁器છ෇ࡼであ

る。΍΍深Έをもつ。内面にՖ文をඳく。17世ل前半ࠒの製品とΈられる。Ҏ上の遺物は、13・

14トレンチ間北側トレンチから出土した。

21は໻ੜ土器ᆵのޱԑ部で、୺部がࣼめ下方にਨ下する。୺面にԜઢ文をնらし、๮状ු文を

෇す。畿内第ᶚ様式期の土器とΈられる。22は肥前磁器のછ෇ࡼである。形状はஈࡼ状である。

見ࠐΈにۜҍ文をඳく。17世ل前半ࠒの製品で、いわΏるॳ期ҏສཬである。24は肥前陶器のࡼ

である。ಔ྘ᬵを施す。見ࠐΈは、ᬵをऄの目状にૡきとり、ͦの部分に࠭目ࠟがある。17世ل

後半ࠒの製品とΈられる。Ҏ上の遺物は、13・14トレンチ間南側トレンチから出土した。

25は中国製の੨Ֆ磁器ുである。ޱԑ୺部がྠՖ状をఄするখܕのുである。いわΏるʮෙཀ

खʯとݺばれるものである。17世ل前半ࠒのものであΖう。15トレンチから出土した。

26は໻ੜ土器ᆵのޱԑ部である。ޱԑ୺部をわͣかに上下に拡張する。୺面にはԜઢ文をめ͙

らͤる。27はਢ࣭ܙのുで、東೻ຏ系の製品である。13世ࠒلのものか。28は瓦࣭Րࣷの಑部と

Έられる。２৚のష෇ಥଳの間に٠Ֆ文をԡҹ施文する。29は土師器ഋもしくは深目のࡼとΈら

れる。内外面φσ調整である。30～32は土師器ࡼである。内外面φσ調整である。33は土師࣭の

߳࿍である。外面に٠Ֆ文、Ֆඛ文をԡҹ施文する。34は中国製੨磁࿶の底部で、ཾઘ༼産とߟ

えられる。35は中国製ന磁ࡼの底部である。ߴ୆৞෇を4か所、ઙくႡりࠐΉ。ߴ୆内にʮೋʯ

の๽書が見られる。Ҏ上の遺物は、15・16トレンチ間トレンチから出土した。

36は丹೾মᙈのޱԑ部とΈられる。ࢉ൫ۄ形の಑部をもつものとߟえられる。14世ࠒلの製品

か。37は丹೾মのᎬുである。Ꭼり目はҰ本引きである。16世ࠒلの製品とΈられる。38は丹೾

মᎬുで、Ꭼり目は４本を୯位とする۳引きである。17世ࠒلの製品とΈられる。39は丹೾মの
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第８図　出土遺物実測図１（試掘トレンチ）
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第９図　出土遺物実測図２（試掘トレンチ）
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ുである。内面のΈ施ᬵする。40は肥前陶器のࡼで、内面にಔ྘ᬵを施ᬵする。見ࠐΈのᬵをऄ

の目状にૡきऔる。41は肥前陶器の࿶である。ߴ୆はޟਠ底状である。42は中国製੨Ֆ磁器のখ

ഋで、ޱԑ୺部が外൓する。43は瓦࣭の土؅である。Ҏ上の遺物は、16トレンチから出土した。

44はછ෇磁器࿶で、ޱԑ୺部が΍΍外൓ؾຯになる。45はછ෇磁器࿶の底部で、見ࠐΈにϋϦ

ࠟが見られる。46はന磁のখ࿶で、国産とΈられる。47・48は土師器ࡼで、ϩΫϩ成形、底部ࢳ

੾である。49は丹೾মのಙ利で、ݞ部に౵ඳきで文字を書く。50は陶器のᙈで、֖෇であったも

のとΈられる。51は伏見人形のإ面部分である。大ࠇఱ૾か。52は土਴である。53は北૙મのʮ੟

૙ݩሟʯで、1101年ॳரである。Ҏ上の遺物は、18トレンチから出土した。54はࡉ長い形状の土

਴で、19トレンチから出土した。

55はখܕの土਴である。56は肥前磁器છ෇࿶で、Ұ本ඳきの網目文をඳく。17世لの製品か。

57も肥前磁器છ෇࿶で、17世لの製品とΈられる。58は肥前磁器છ෇࿶の底部で、ೋ本ඳきの網

目文をඳく。59はછ෇磁器֖で、୺൓（はͧり）࿶の֖とΈられる。60はછ෇磁器࿶で、器଻は厚

目である。61は丹೾মಙ利底部で、ম成ݎ៛である。62はછ෇磁器࿶底部で、見ࠐΈにϋϦࠟが

ある。63は肥前છ෇磁器޲෇で、いわΏるʮڶഴழޱʯである。64は国産ന磁ࡼである。58～64

は18世ل後半ࠒҎ߱の製品とΈられる。65は中国製੨磁࿶底部、66は中国製੨磁ࡼ底部とΈられ

る。67は肥前陶器ࡼで、17世لॳ಄ࠒの製品か。68は瓦࣭Ꭼുの底部である。Ҏ上の遺物は、20

トレンチから出土した。

ᶄ̖஍۠ग़౔遺෺

72は瓦器࿶で、内面にはີなϛΨΩ、外面にはૄなϛΨΩが施される。見ࠐΈにॏͶমのࠟ跡

が࢒る。73は土師器ࡼで、୺部がわͣかにۄԑ状になる。74～78は土師器ࡼで、９̲̼ܘޱ前後

を測る。Ҏ上の遺物は、12世ل຤から13世لにかけてのこΖのものとΈられ、土坑ＳＫ09から出

土した。79は瓦器࿶で、内面のϛΨΩはີである。12世ل後半ࠒのものとΈられる。溝ＳＤ04か

ら出土した。80～82は土師器ࡼで、82は厚खである。80は溝ＳＤ33、81は土ᆮＳＫ07、82はϐο

トＳＰ40出土である。83は瓦࣭Ꭼുで、ޱԑ୺部が۶ۂして外൓し、΍΍受けޱ状になる。ＳＸ

06出土である。84は中国製੨Ֆ磁器ࡼで、見ࠐΈにʮणʯ字文をඳく。溝ＳＤ05出土である。85

は土師器ᙈで、外面ϋέ目調整である。溝ＳＤ50から出土した。86は瓦器࿶で、72にྨࣅする。

ϐοトＳＰ325から出土した。

87は中国製੨磁࿶で、ޱԑ୺部外面に௜ઢがめ͙る。88は੉戸美ೱ系の丸࿶で、外面に間֞状

の௜ઢ文がめ͙る。この２఺は、石組溝ＳＸ08から出土した。89は美ೱ༼産の丸ࡼで、見ࠐΈは

ແᬵである。16世لの製品である。ϐοトＳＰ43から出土した。90は肥前陶器のࡼである。見ࠐ

Έに࠭目の目跡がある。17世ل前半ࠒの製品である。土坑ＳＫ512出土である。91は肥前陶器の

前半لる。17世࢒Έに࠭目の目跡がࠐʯである。見ࡼする。いわΏるʮંԑۂԑ部が۶ޱ、でࡼ

の製品か。ϐοトＳＰ60から出土した。92は瓦࣭߳࿍である。外面には、上下୺に೾形文、中ࠒ

ԝにཕ文をԡҹ施文する。ϐοトＳＰ57出土である。93～96は土਴である。93はϐοトＳＰ12出

土で、ͦのଞはแؚ層出土である。
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第10図　出土遺物実測図３（Ａ地区）
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第11図　出土遺物実測図４（Ａ地区）
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97は土師器ߴഋの٭部である。98はমక陶器ᆵで、東南ΞδΞの製品とߟえられる。外面は੺

のلで、16世ࡼ৭のۚଐ成分がᕷ出する。99は美ೱ༼産の٠׊৭をఄし、内面はനփ৭地に҉׊

製品か。100～103・115は肥前陶器である。16世ل຤ࠒから17世لにかけての製品である。104は

中国製੨磁࿶、105は中国製੨磁ࡼである。106・107は中国製੨Ֆ磁器খഋである。ബखで、ޱ

ԑ୺部が外൓する。108は肥前磁器છ෇খළである。؆ུな૲Ֆ文をඳき、ߴ୆にはཻ࠭が෇ண

する。17世ل前半ࠒの製品で、いわΏるॳ期ҏສཬである。109は肥前磁器છ෇࿶で、いわΏるʮく

らわΜかʯである。18世لの製品である。110・111は東೻系のਢു࣭ܙで、13世ࠒلの製品か。

112は瓦࣭Ꭼുで、ޱԑ部が۶ۂして外൓する。113は備前মᎬുで、14世ࠒلの製品か。114は

丹೾মᎬുで、Ꭼ目はҰ本引きである。16世لの製品とΈられる。Ҏ上の遺物は、แؚ層出土で

ある。

116・117は肥前磁器છ෇࿶で、ίンχϟΫҹ൑で施文する。18世لの製品で、117はいわΏるʮく

らわΜかʯである。118・119はછ෇磁器࿶で、಑部が΄΅௚ઢతに立ち上がる。120～125はછ෇

磁器࿶で、ޱԑ部が外൓ؾຯになる୺൓࿶である。126も同様の࿶とΈられる。127はછ෇磁器࿶

で、୺൓のখ࿶である。੉戸産のՄೳੑもある。128はന磁খ࿶である。129はછ෇磁器ുである。

。である៛ݎである。131は丹೾মಙ利で、ম成はࡼ୆内はແᬵである。130は陶器࣭の౮明ߴ

118～131は18世ل຤～19世ࠒلの遺物である。Ҏ上の遺物は、土坑ＳＫ03から出土した。

133は陶器࿶で、京ম系とΈられる。134は丹೾মᙈである。これら２఺は、溝ＳＤ05から出土

した。135はછ෇磁器෹൧器で、肥前産とΈられる。外面にӍ߱文をඳく。土坑ＳＫ512出土であ

る。136は陶器ുで、丹೾産とΈられる。137はછ෇磁器֖で、୺൓࿶の֖である。これら２఺は、

土坑ＳＫ54出土である。

132はછ෇磁器࿶で、ߴ୆がߴく、いわΏるʮ޿東࿶ʯである。138は陶器֖で、೺ख෇土ುの

֖である。139は肥前陶器࿶で、17世ل後半の製品である。140は陶器࿶で、京ম系か。141はછ

෇磁器࿶で、಑部が΄΅௚ઢతに立ち上がる。142は陶器࣭の౮明ࡼである。143は陶器のു状の

器であるが、底部をઠ޸する。底面に๽書がある。144は国産ന磁ළで、肥前産とΈられる。

145・146は丹೾মยുޱである。147は丹೾ম߳࿍もしくはՐೖれである。17世لの製品である。

Ａ地区ではమ製品も出土している。69はঅઌもしくは܃ઌのҰ部とΈられる。土坑ＳＫ03から

出土した。70は΍΍খৼりのחとΈられる。แؚ層出土である。

ᶅ̗ɾ̘஍۠ग़౔遺෺

Ｂ地区では、溝ＳＤ22から中世の遺物がまとまって出土しているのが஫目される。148・149は

瓦器࿶で、ߴ୆ܘが大きく、ମ部が௚ઢతに立ち上がり、ޱԑ୺部が肥厚し、いわΏる丹೾ܕの

ಛ௃をもつ。内面のϛΨΩは΍΍ૄで、外面には΄とΜどϛΨΩがΈられない。150～152も瓦器

࿶である。ମ部が丸ຯをもって立ち上がるが、ߴ୆ܘは大きい。ϛΨΩは΍΍ૄである。153～

163は土師器ࡼである。153～155は14̲̼～13ܘޱの大163～157、ܕは９̲̼ܘޱ前後のখܕ、

156はܘޱが΄΅11̲̼の中ܕである。164～166は瓦器ࡼで、ܘޱは土師器ࡼのখܕに近い。167

は中国製੨磁࿶で、外面に΍΍ࡉखの࿇ห文をࠁΉ。ཾઘ༼産とΈられる。168は中国製੨ന磁
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第12図　出土遺物実測図５（Ｂ地区S%22）
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第13図　出土遺物実測図６（Ｂ・Ｃ地区）
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খᆵで、外面下半はແᬵである。169は東೻系のਢു࣭ܙである。170は瓦࣭もしくは土師࣭のᙈ

で、಑部にҁਿ状のタタΩ目がある。೻ຏから北丹೾の地域に分布している。171・172は土਴で

ある。173～182は瓦࣭ುである。ମ部は丸ຯをもち、ޱԑ部は۶ۂして受けޱ状になる。これら

の遺物は、13世ࠒلのものとΈられる。

183は土師器ುで、外面にタタΩ目が࢒る。溝ＳＤ08出土である。184はਢܙ器ഋで、底部ࢳ੾

である。185は中国製੨磁࿶で、ཾઘ༼産と見られる。これら２఺は、溝ＳＤ14出土である。186

は土師器࿶でࢳ੾ߴ୆をもつ。187はਢܙ器ഋで、底部ࢳ੾である。188は土師器ࡼで底部ࢳ੾で

ある。これら３఺は、溝ＳＤ112出土である。

189は美ೱ༼産のఱ目࿶、190は底部ࢳ੾の土師器࿶、191はࠇ৭土器࿶、192は瓦器193、ࡼは

土師器ುである。แؚ層出土である。195～200は土਴である。201はෆ明׈石製品である。

Ｃ地区では੊溝群などから遺物が出土しているが、ࡉยが多い。194は国産੨磁ുで、ܕ成形で、

௏文΍ྶࣳ文をුூする。ࡾ田੨磁とΈられる。ນ຤ࠒの製品か。近୅井戸に੾られた長方形土

坑から出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（引原茂治）

̒ɽ·ͱΊ

、であることが֬ೝできた。これはࠒ後半لまりが12世࢝ճの調査では、ʮ戸田ʯの集མのࠓ

この地域のྺ࢙をߟえる上でॏ要な成Ռと言えよう。

戸田遺跡の周辺地域は、ݹ୅の੃
㆕㆕ㆂㆹ

部ڷにଐしており、׮治５年（1091）に丹೾݉ఆにより京都松

尾ࣾにدਐされ、ཆ和ݩ年（1181）ࠒまでには松尾ࣾྖの૳Ԃ੃部庄として立૳されていた。松尾

大ࣾ文書のうち、ח૔࣌୅からࣨ町࣌୅にかけての੃部庄関係の文書にʮ෋田ʯʮとたʯの記ࡌ

があり、これがࠓの戸田にൺఆされている。Ҏ上のようなことから、戸田の集མの࢝まりは松尾

ࣾྖ੃部庄立૳のࠒとߟえられる。ࠓճは、ͦのࠒの戸田集མのҰ部を֬ೝしたと言えよう。

出土遺物では、中国製੨磁・ന磁・੨ന磁の΄かに、東南ΞδΞ産のᙈとΈられるমక陶器ย

の出土が஫目される。また、国産陶磁器でも中世から近世にかけての各࣌期の製品がؚまれてい

る。戸田の集མは、༝良઒ԊいにӦまれている。かつて༝良઒では、さらに上流のҁ部市域まで

ધがԟདྷしていたという。このような多छ多様な土器・陶磁器ྨなどからΈて、中世から近世に

かけての戸田は、༝良઒の水ӡを利用した交қ活ಈなどによってൟӫした๛かな村であったとΈ

ることもできる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（引原茂治）

஫１　調査参加者　真下春美　খౡ݈೭հ　中ౡܙ美ࢠ　઒村真༝美　村岡໻ੜ

参ߟ文ݙ

ʮ京都府の地名ʯ（『೔本ྺ࢙地名大系』第ೋ࿡ר　平ຌࣾ）1981

福知山市࢙編さΜ委員会『福知山市࢙』　࢙料編1990　ࡾ

ʮ戸田・ڵ地区発掘調査概要ʯ（『福知山市文化財調査報告書』第46集　福知山市教育委員会）2004
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３.新庄遺跡第５次発掘調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

新庄遺跡の発掘調査は、府Ӧ経Ӧମ育成ج൫整備事業に伴い、京都府南丹土地改良事務所の依

頼を受けて実施した。

新庄遺跡は、京都府南丹市八木町ࣨڮに所在する集མ遺跡である。周辺には池上遺跡をはじめ、

野৚遺跡・ࣨڮ遺跡・ॾാ遺跡など໻ੜ࣌୅から中世にかけての遺跡が਺多くଘ在しており、南

丹市域でもとくに遺跡のີ集する地域として知られる。

当遺跡は府Ӧ΄場整備事業に伴い、平成10年度から平成18年度にかけて４ܭ次にわたって八木

町教育委員会（現南丹市教育委員会）による試掘調査が行われ、ͦの݁Ռ、ݹ෿～ಸ良࣌୅・中世

にかけての遺構・遺物が֬ೝされている
ㅭ㉅１ㅮ

。

事によって遺構面ま޻、ճの調査は、΄場整備事業に伴うものであり、調査か所についてはࠓ

で掘࡟が及Ϳൣғを調査ର৅とし、さらにこれまでの試掘調査の成Ռを౿まえながら南丹市教育

委員会および京都府教育委員会のࢦಋのもとに調査区を設ఆした。なお、ࠓճの調査次਺は、南

丹市教育委員会との調整により第５次調査とした。

現地調査は、平成20年５月９೔～同年９月12೔まで実施した。調査面積は2
270 （ʊ４地区）で

ある。発掘調査は当調査研究センター調査第２課課長肥後弘幸、調査第２課調査第２係長৿正、

同次੮૯ׅ調査員辻本和美、同ઐ໳調査員஛井治༤、同調査員ߴ野ཅࢠが担当した。なお、調査

がऴ൫をܴえた８月30೔（土）には現地説明会を։࠵した。

調査期間中は、南丹市教育委員会・京都府教育委員会の΄か、地ݩの方々から多くのごࢦಋ・

ご協力をಘた。記してँײしたい
ㅭ㉅２ㅮ

。

なお、調査に係る経費は、全ֹ、京都府南丹土地改良事務所が負担した。

̎ɽपลͷ遺跡（第１図）

新庄遺跡は、ُ岡ຍ地の࠷北୺に近い地域に位置する。ُ岡ຍ地は中ԝ部を大ԃ઒（ܡ઒）が؏

流し、当遺跡はͦの東岸に位置する。遺跡の東方には丹೾山地がሯ風のように立ちはだかる。周

辺には൉৿山（標295̼ߴ）΍多国山（標191̼ߴ）などの山մが఺在し、ُ岡ຍ地と੾り཭されたখ

ຍ地状をఄしている。

周辺のࣨڮ遺跡からはೄ文࣌୅の石᭲が出土しており、ೄ文࣌୅にはૣくも人々のੜ活の場と

なっていたことをӐわͤるが、土器౳の遺物΍明֬な遺構についてはະ検出である。ଓく໻ੜ࣌

୅には、池上遺跡から໻ੜ࣌୅中期の住居跡΍ุ地が検出されており、大ن໛な集མ遺跡が޿が
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っていたことが明らかになった。同後期の集མ跡としては、野৚遺跡΍ॾാ遺跡が知られている。

さらにॾാ遺跡΍ࣨڮ遺跡では、ݹ෿࣌୅中期から後期にかけての住居跡が検出されており、こ

の࣌期にも大ن໛な集མがӦまれていることが明らかになった。ৄ しい調査は行われていないが、

池上遺跡を؟下に๬Ή൉৿山の南部の尾ࠜ上には、ݹ෿࣌୅後期の群集෿が分布しており、周辺

集མの人々のԞ津৓であΖうとࢥわれる。

ճ調査ର৅となった新庄遺跡の南方໿５ᶳの԰լ・池৲周辺は、ঝ҆４（1174）年に成立したࠓ

後നՏ院法՚ಊྖの٢෌૳ֆ図の写しであるʮ丹೾国٢෌庄ֆ図写ʯにʮ国八ிʯという国ᦰに

関する地名が記されており、丹೾国府の༗力なީิ地である。池৲遺跡΍ࣨڮ遺跡では、近年の

第１図　周辺遺跡分布図（国土地理院１�25
000఼田・ُ岡）
１．新庄遺跡- ２．新庄৓跡- -遺跡ڮࣨ．３ ４．野৚遺跡- ５．ધࢬ遺跡
６．ਗ਼୩ݹ෿群- ７．ാ中৓跡- ８．ॾാ遺跡- ９．八木田遺跡- 10．೔置遺跡
11．野৚৓跡- 12．൉৿山ݹ෿群13．৓୩ݹޱ෿群- 14．池上遺跡- 15．池上ݹཬ遺跡
16．多国山ݹ෿群
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調査でಸ良࣌୅の大ܕ掘立柱建物跡΍๽書土器が見つかっており、周辺にԿらかの公త施設がଘ

在するՄೳੑがある。

新庄遺跡周辺には、新庄用水を։࡟したと఻えるߴ༤ਆ護寺のૐ文֮上人（1139～1203年）に༝

དྷする文֮池΍用水の見水場とする文֮ಊ（ࣨڮಊ）など、文֮の名をףしたᕲᕱ施設が多く࢒さ

れている。新庄遺跡南方の野৚遺跡΍ࣨڮ遺跡では、ݹくは໻ੜ࣌୅からݹ෿࣌୅に૎る大ن໛

な溝΍ಸ良～平҆࣌୅にかけての大খの溝群が検出されている。これまでのとこΖ文֮上人が։

、したとされる用水に௚઀݁びつく溝౳は֬ೝされていないが、当地域Ұଳで検出される溝群は࡟

ُ岡ຍ地北୺部における治水΍水田։発のྺ࢙を知る上にॏ要な資料である。

当遺跡の北側には、ધ井܊の܊名をףするધ井ਆࣾがࡇられており、Ԇت式ਆ名ாにࡌるધ井

座の内のધ井ਆࣾにൺఆされている。もともとは現在の場所から໿300̼西北の大ԃ઒Տ൞े܊

に௟座していたとされ、旧ࣾ地には௩が࢒る。

ਆࣾの北側にはʮसࢬʯの地名があり、ʮધ井（स居）ʯともども大ԃ઒の水ӡ（सӡ）に༝དྷす

る地名とߟえられている
ㅭ㉅３ㅮ

。

̏ɽௐࠪ֓ཁ

ʢ�ʣௐࠪͷ֓ཁ

ճの新庄遺跡第５次調査では、調査ର৅地に４か所の調査区を設けて発掘調査を実施した（第ࠓ

２図）。各調査地区は調査ॱに１～４区とݺশする。ͦれͧれの地区の調査面積は、１区が840ᶷ、

２区が270ᶷ、３区が760ᶷ、４区が400ᶷで、４地区をあわͤた調査面積の߹ܭは2
270ᶷである。

調査Ҏ前の土地利用状況は、１・３区は水田、２区はാ地・Ռथ࠿ഓ地として利用されていた。

４区はҎ前水田であったが、土࠭置き場に使用されていた。

調査にあたっては、まͣॏ機によりߞ作土をআ去し、ͦの後、人力により遺構の検出とਫ਼査作

業を行った。検出した遺構については、遺構のछྨを２ܻのΞϧϑΝϕοト、ͦれҎ下、ࠓճ調

査次਺のʮ５ʯ、地区名ʮ１～４ʯ、検出൪߸ʮ01～99ʯのॱに４ܻの਺字で表記した。また、建

物跡΍住居跡に伴う柱穴はＰ、土坑はＫとུ記する。なお、調査地の地区割り΍実測・空撮図化

౳にࡍしては、世界測地系座標を用いた。

ʢ�ʣجຊ૚ংʢ第̏ɾ̐図ʣ

調査地の標ߴは、122～123̼前後を測る。調査地全ମの地形は、北東側が΍΍ߴく南西に޲か

って௿くなるが、おおΉͶ平ୱ面をఄする。

１～３区では、深さ15～20ᶲఔのߞ作土・床土௚下に明ԫ׊৭ないしԫ׊৭粘࣭土の޿がりが

ೝめられ、遺構はこの層の上面から主に検出された。このように遺構検出面まではൺֱతઙく、

遺構の࢒ଘ状ଶから後世の։ࠖ౳により大きく࡟平を受けていることが൑明した。４区は調査前

には土࠭置き場として利用されていた。北側では旧水田ߞ作土の下層が遺構検出面である明ԫ׊

৭粘࣭土（地山）になるが、南側に行くにैって上面に҉׊৭粘࣭土が堆積しており、遺構はこの

層の上面で検出された。地形తに４区は南側からのびるٰྕの੄部に近い位置にあたり、南側に
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行くにैってߴくなるものと૝ఆされたが、土層の堆積状況からΈて４区とٰྕの間には୩状の

地形がଘ在するものと૝ఆされる。

ʢ�ʣݕग़遺ߏ

୅前期から中世の遺構を検出した。Ҏ下、各調査区検出遺構の概ུを࣌෿ݹ、ճの調査ではࠓ

記す。

�ʣ̍ （۠第５図）　１区の主な検出遺構としては、竪穴式住居跡１جと土坑群・集石遺構がある。

調査区の北側では、Ҏ前この地でૢ業されていた瓦製଄に関࿈する粘土を採掘したとࢥわれる近

世の大খ土坑群を検出した。これらの土坑では、瓦ย΍廃ࡐを大ྔに౤غしたものがΈられた。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝����（第６図）　１区の南୺部で検出した方形の竪穴式住居跡である。住居

の北側辺には集石遺構ＳＸ5158がॏなる。床土௚下から検出され全ମతに࡟平を受けている。住

居跡のن໛は、4.3̼ʷ4.3̼の方形で、࢒ଘ部の深さは0.1̼を測る。住居跡の主࣠は、̣10˃̚

である。床面上で主柱穴の検出作業を行ったが、通ৗ見られる床面の۱࢛では֬ೝすることが出

དྷなかった。住居跡中ԝから࿍跡と見られるম土坑と、これをڬΜで南北方޲に２ରのԁ形ϐο

トを検出した。࿍跡はܘ໿40ᶲ、深さ30ᶲを測るෆ整形な平面形をఄする。࿍跡の周辺の床面に

はബいম土の޿がりがΈられた。周壁溝が住居壁にԊって掘られており、෯໿10ᶲ、深さは８ᶲ

を測る。この΄か住居跡の南西֯から۱ԁ方形の土坑Ｋ１を検出した。長辺80ᶲ、୹辺52ᶲを測

第２図　調査地位置図
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第３図　１区・２区土層断面図
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第４図　３区・４区土層断面図
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第５図　１区遺構配置図
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り、土坑内から土師器খܕ丸底ᆵ１఺（第16図８）が出土した。本住居跡内からはଞにもう1఺の

খܕ丸底ᆵ（第16図７）が出土しており、住居の࣌期はݹ෿࣌୅前期に所ଐするものとߟえられる。

なお、床面から主柱穴が検出されなかったことから、この住居跡は、床面に௚઀柱を建てる構଄

をもつものとߟえられ、࿍の྆側の柱穴は、主柱のิॿとしての໾割をもつものとࢥわれる。

౔܈޵（第５図）　調査地の全域にわたって大খの土坑を検出した。主な土坑としてはҎ下のも

のがある。土坑ＳＫ5104・5109・5127・5135・5139・5143・5154・5158・5159・5171・5173・

5179・5189。

౔̠޵����　東西໿4.5̼、南北໿3.2̼を測る大形土坑である。瓦器࿶の出土から平҆࣌୅຤

。えられるߟ୅前半と࣌૔ח～

౔̨̠޵����ɾ����　平面がෆ整な方形をఄする。埋土からਢܙ器ഋ（第16図３・４）が出土

しており竪穴式住居跡のҰ部であるՄೳੑがある。

౔̨̠޵����ɾ����ɾ����（第７図）　ԁ形ないし۱丸方形をఄする土坑である。土坑ＳＫ

5104はԁ形で１̼ܘ、深さ0.5̼、土坑ＳＫ5143は長ପԁ形で長࣠0.95̼、୹࣠0.55̼、深さ0.37̼、

土坑ＳＫ5173はෆ整な方形で長࣠0.75̼、୹࣠0.7̼、深さ0.65̼を測る。これらの土坑の底部に

は20～15ܘᶲ、深さ10～30ᶲのখ穴がઠたれており、形状はೄ文࣌୅にΈられるམとし穴（ؕ穴

状遺構）にྨࣅする。いͣれの土坑内からも遺物は出土しておらͣ、所ଐ࣌期はෆ明である。南

丹市域の೔٢町ఱए遺跡
ㅭ㉅４ㅮ

からは、ೄ文࣌୅後期前半ࠒのؕ穴状遺構が多਺検出されており、これ

らの土坑についてもؕ穴状遺構になるՄೳੑがߴいものとࢥわれる。

ूੴ遺̨̭ߏ����　竪穴式住居跡ＳＨ5177の住居跡北東部にॏなる状況で検出した遺構であ

第６図　１区竪穴式住居跡ＳＨ5177実測図
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る。2.5̼ܘఔのൣғをઙく掘りۼめͦの中に20～30ᶲ大の石をͤد集めたもので、石ࡐにࠞじ

って瓦器΍瓦࣭土器（第16図27）のഁยが出土した。

�ʣ̎ （۠第13図）　ࠓճの調査ର৅地では北側部分に位置する。調査前から周ғの水田面より

Ұஈߴくなっており、当ॳの地形が࡟りऔられͣに࢒されたものとߟえ遺構の検出を期଴した。

調査݁Ռは、１区の北側と同様な粘土採掘に伴うとߟえられる土坑΍柱穴状のϐοト群・風౗木

ࠟが検出された。柱穴状のϐοト群は建物跡としてはまとまらなかった。

�ʣ̏ （۠第８図）１・２区とは遺跡内を通る道࿏をڬΜで南側に設けた調査区でトレンチの形

状はུ֯ࡾ形をఄする。主な検出遺構としては、半地下式掘立柱建物跡２౩・掘立柱建物跡３౩・

土坑群・溝・風౗木ࠟがある。この΄か調査地全ମから柱穴状のϐοトを検出したが建物として

はまとまらなかった。

第７図　１区・３区土坑実測図
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第８図　３区遺構配置図
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。෺跡̨̗����（第９図）　調査地の南東で検出した建物跡で、建物跡ＳＢ5305と近઀するݐ

長辺（南北）3.5̼、୹辺（東西）３̼、深さ໿0.1̼の長方形の竪穴状掘りࠐΈを主ମにして、竪穴

の北側周壁ԑにԊってＰ１・Ｐ２、南壁ԑにԊってＰ３・Ｐ４の４جの柱穴が南北中࣠ઢをڬΜ

でରቂするように位置する。竪穴状掘りࠐΈの主࣠は、̣３˃̬ をࣔす。各柱穴の柱間はＰ１ʵ

Ｐ２が໿1.2N、Ｐ３ʵＰ４が໿1.4̼を測る。各柱穴の平ܘۉは20ᶲで深さは20～30ᶲ前後を測る。

北側の２柱穴の平面形はପԁ形をఄする。この４本の柱穴が建物上԰をࢧえる主柱穴とߟえられ、

建物跡外周の長࣠中ԝઢ上に位置するＰ８・Ｐ13は、౩をࢧえる౩࣋柱の໾割をՌたすものとߟ

えられる。竪穴外周部に位置するＰ14・Ｐ19・Ｐ24・Ｐ26౳の柱穴も建物の軒を外ԑ部からࢧえ

るิॿ柱の機ೳをもつものとߟえられる。竪穴の南東۱෇近に長さ0.6̼、෯໿１̼のഅఙ形の

଄り෇け竈を෇設する。上面が࡟平を受けており、竈が竪穴部の外側まで޿がるか൱かはෆ明֬

である。竈は中ԝ部がڧくমけており、この部分が೩ম部にあたる。竈に઀して土坑Ｋ２、ର֯

ઢ上の北西֯に土坑Ｋ１がある。２جの土坑はいͣれも平面長ପԁ形で底部はस底状をఄしてい

る。竈周辺および床面からಸ良࣌୅にଐする土師器ᙈのମ部ยが出土しており、建物の所ଐ࣌期

をࣔすものとߟえられる。本建物跡のような平面形ଶにྨࣅする建物跡は、新庄遺跡の南側に位

置するࣨڮ遺跡第５次調査で検出されている（建物跡ＳＢ220）
ㅭ㉅５ㅮ

。第５次調査では土間をもつ半地

下式の掘立柱建物跡として෮原されており、内部から出土した多਺の土਴΍粘土մから、これら

の製作に係わる޻๪跡と૝ఆされている。建物跡ＳＢ5302では土器製作に関する遺物はೝめられ

఺から、ここでは半地下ࣅ期のҰக΍遺構検出状況のྨ࣌、๪としての使用はෆ明であるが޻ͣ

式の掘立柱建物跡とߟえておきたい。

෺跡̨̗����（第10図）　建物跡ＳＢ5302と２̼の間ִを置いて西側で検出された建物跡でݐ

ある。建物跡ＳＢ5302と同じく半地下式の掘立柱建物跡とߟえられる。竪穴状の掘りࠐΈは、長

辺3.6N、୹辺3.5Nの方形で深さ0.15Nを測る。床面は΄΅平ୱである。主࣠は̣７˃̬ をࣔす。

方形掘りࠐΈの壁周辺にԊって各辺に３ج８ܭ߹、ج（Ｐ１～Ｐ８）の主柱穴を配置する。平ۉ

1.5Nの柱間をもつが、Ｐ３ʵＰ５間では２̼と΍΍間ִを։ける。柱ܘは20ᶲ、深さ20～30ᶲ

前後を測る。柱穴の検出状況からΈると、Ｐ２とＰ７を݁Ϳઢ上の外側に位置するＰ13・Ｐ14は

長ପԁ形をఄしており、深さ40ᶲとଞの主柱穴よりもن໛が大きい。これらの柱穴は前ड़の建物

跡ＳＢ5302で૝ఆした主԰の౩をࢧえる柱とߟえたい。この΄か東西辺の掘りࠐΈ外周部には、

西側にＰ９ʵＰ10、東側にＰ11ʵＰ12の૬ରする柱穴がΈられ、これらも主԰の軒をࢧえるิॿ

తな柱になるものとߟえられる。建物跡の南東֯に、଄り෇け竈とࢥわれるԫ׊৭粘土մとম土

が޿がる。上方が࡟平されており遺ଘ状ଶはѱいが、೤を受けたম土の޿がりからΈてขきޱを

西側にもつものとਪఆされる。この΄か、床面の北東側には長࣠1.1̼、୹࣠0.74̼でઙいધ底状

をఄする土坑Ｋ１がある。出土遺物についてはࡉยのΈで明֬でないが建物跡ＳＢ5302と同࣌期

とߟえられる。ただし྆建物跡は近઀しており、ซଘして建てられていたとはߟえにくい。

۷ཱபݐ෺跡̨̗����（第11・17図）　３区中ԝ東دりで検出した掘立柱建物跡である。東西

２間（4.4̼）̫ 南北２間（5.2̼）のن໛をもつ૯柱建物跡（ＳＢ5303ʵ̰）を中心建物として、൳ま
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第９図　３区建物跡ＳＢ5302実測図



新庄遺跡第５次発掘調査報告

-ýú-

第10図　３区建物跡ＳＢ5305実測図
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たは֊ஈ状の෇ଐ施設（ＳＢ（A）5303ʵ̱）と中心建物のնりをऔりғΉญまたはࡤ （ྻＳＢ

5303ʵ̲）によって構成される。ＳＢ5303ʵ̰の主࣠方޲は̣10˃̬ をࣔす。柱掘形は、ෆ整なԁ

形をఄし、ܘ໿40DN、深さ50DN前後を測る。柱ࠟ跡を࢒すものでは柱穴のܘ໿20ᶲ前後を測る。

柱穴の検出状況からは建てସえ౳のࠟ跡はೝめられなかったが、ߞ作土௚下からの検出状ଶから

平を受けているものとΈられる。本建物跡の周辺΍柱穴掘形の埋土上面では࡟えて、あるఔ度ߟ

మ分をؚΉബい土層の堆積がΈられた。主ମとなる建物跡ＳＢ5303ʵ̰を構成する各９か所の柱

穴は、北西֯をＰ１としͦれͧれ南東֯までＰ９の൪߸でݺশする。各柱穴の間ִは、北側柱ྻ

（Ｐ１ʵＰ３）と中ԝ柱 （ྻＰ４ʵＰ６）では平2.2̼ۉを測るが、南側柱ྻでは2.4 （̼Ｐ７ʵＰ８）

と1.8 （̼Ｐ８ʵＰ９）となり΍΍ෆଗいである。南北方޲の柱ྻの間ִは各2.1 （̼Ｐ１ʵＰ４とＰ

３ʵＰ６）と各2.9 （̼Ｐ４ʵＰ７とＰ６ʵＰ９）で、南側Ұ間分の柱間ִが長くなるಛ௃をࣔす。

南側柱ྻの間ִがଗわないことから、中心柱Ｐ５を通る中心建物跡ＳＢ5303ʵ̰の南北中ԝઢの

柱ے上では、北側柱Ｐ２と中心柱Ｐ５を݁Ϳ柱ے上に南側柱Ｐ８が通らないという状況をࣔす。

各柱穴掘形内には礫石を埋納するものがΈられる。これらの礫石は検出状況からΈて柱のࠜ石と

Έるより柱埋設࣌のࠜݻめに伴うものとߟえられる。中心柱Ｐ５は深さ50ᶲを測りଞの柱穴にൺ

΂深く掘られている。掘形内には20ܘᶲ前後の柱ࠟ跡がΈられ、埋土は୸化物が多くࠞじる。底

部には東西方޲に長い25ᶲʷ15ᶲ、深さ５ᶲのପԁ形のۼΈ（খ穴）が掘られており、内部から੨

磁࿶ย２఺と土師器３ࡼ఺が出土した（第11図、第16図19・20・25）。੨磁࿶ยは底部を上に޲け、

土師器ࡼにॏͶる状況で置かれていた。খ穴内はࠇ৭粘土がॆరしていたが土器ྨҎ外に遺物は

出土していない。建物の中心柱としての位置からΈて、これらの遺物は建物建築࣌の地௟に関係

するものとߟえられる。

建物跡ＳＢ5303ʵ̰の南側には1.2̼の間ִを置いてＰ10とＰ11の２جの柱穴が分布する。柱

穴Ｐ10は建物跡ＳＢ5303ʵ̰南側柱ྻのＰ８から２̼南側に཭れて位置する。柱穴の形状΍ن໛

は建物跡ＳＢ5303ʵ̰の柱穴群とྨࣅする。この２جの柱穴は位置関係からΈて֊ஈあるいは建

物からԆびる൳の୺をࢧえる柱と૝ఆしたい。この෮原案にैえば柱穴Ｐ８とＰ９の間が出ೖり

。えられるߟになるものとޱ

建物跡ＳＢ5303ʵ̰の周ғには、これをऔりғΜで߹ج15ܭ（Ｐ12～Ｐ26）の柱穴が分布してお

り、柱の配置から建物跡ＳＢ5303ʵ̰の周ғを区ըするญもしくはࡤとߟえられる（ＳＢ（A）

5303ʵ̲）。各辺の柱間およびن໛は、北側柱 （ྻＰ20ʵＰ22）で３間（6.3̼）、西側柱 （ྻＰ22ʵ

Ｐ26）-で４間（9.5̼）、東側柱 （ྻＰ15ʵＰ20）-は４間ないし５間（9.8̼）、南側柱 （ྻＰ15ʵＰ26）-

で４間（6.4̼）ある。ͦれͧれの柱間は、建物跡ＳＢ5303ʵ̰に面する東西側ྻと北側ྻで2.7～

3.1 （̼Ｐ17ʵＰ18は1.6̼、Ｐ18ʵＰ19は1.5̼）、ͦれより南側の東西側ྻでは1.8～2.1̼を測り、

柱間間ִは΍΍ෆଗいである。各柱穴の大きさは、南側ྻ柱穴Ｐ12・Ｐ13・Ｐ14をআき30ܘᶲ、

深さ40ᶲ前後と建物跡ＳＢ5303ʵ̰の柱穴にൺ΂গしখͿりである。Ｐ12・Ｐ13・Ｐ14間はͦれ

ͧれ2.1̼・2.1̼を測り、西୺のＰ26とＰ12の柱間１̼、東୺のＰ14とＰ15の柱間1.2̼とൺ΂޿

い間ִを։ける。この３جの柱穴は建物全ମの正面とਪ測する南辺に位置すること΍、柱穴のن
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第11図　３区掘立柱建物跡ＳＢ5303実測図
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໛が大きいことなどからญ・ྻࡤに設けられた໳に伴う柱と૝ఆされる。東側ྻのＰ18は掘形が

ઙくଞの柱穴群と同Ұࢹできないが、柱間の真Μ中に位置することからิॿ柱としての໾割をも

つものであΖう。また、北側柱ྻ中ԝの柱穴Ｐ21は、北西֯柱穴Ｐ22と北東֯柱穴Ｐ20を݁Ϳઢ

から14ᶲఔ北側（外側）にಥ出した位置にある。北辺の柱穴ྻをࡤ・ญとΈる෮原案のଞに、建物

跡ＳＢ5303ʵ̰の東西・北辺のԑ側柱あるいは建物中࣠ઢを通ることから౩࣋柱ともߟえられる

が、ここでは、建物跡ＳＢ5303ʵ̰から分཭してࡤないしญの柱ྻとߟえておきたい。柱穴Ｐ20

の掘形埋土からಸ良࣌୅のਢܙ器ഋ底部ยが出土しているがࠞೖとࢥわれる。Ҏ上、෮原案を交

えながら建物の概要をड़΂てきた。本建物跡の周ғにはଞに建物跡の遺構はΈられͣ、୯ಠで建

てられていたものとߟえられる。

建物跡ＳＢ5303ʵ̰については柱間ִがෆଗいであり上部構଄についてはෆ明な部分が多い

が、２間࢛方の΍΍ॎ長の方形ϓϥンを࣋つ੾࠺԰ࠜのߴ床式建物が૝ఆされる。南側࠺の中ԝ

から΍΍東側にภった位置に֊ஈないし൳を෇設し、ߴ床式建物の周ғにはญかࡤをめ͙らͤて

いたものとΈられる。建物の築଄࣌期は、中心柱Ｐ５の柱穴底部から出土した地௟に係る遺物の

年୅からח૔࣌୅後半（13世ل຤～14世لॳ಄）にൺఆできる。建物全ମの෮原案からは出Ӣ大ࣾ

に୅表される大ࣾ଄りにྨࣅする࢟がුかͿ。すなわち本建物のੑ֨については、Ұൠの住居と

Έるより、ਆࣾ౳のࡇ᛾に係る建築物のՄೳੑがߴいものとࢥわれる
ㅭ㉅６ㅮ

。

۷ཱபݐ෺跡̨̗����（第８図）　調査区東側で検出した東西２間（4.3̼）̫ 南北２間（５̼）の

掘立柱建物跡である。建物の主࣠は̣15˃̬ をࣔす。各柱穴の柱間ִは、໿1.8～2.5̼を測る。柱

穴はԁ形でܘ໿20ᶲ、深さ໿20ᶲを測る。出土遺物がなく࣌期はෆ明である。

۷ཱபݐ෺跡̨̗����（第８図）　掘立柱建物跡ＳＢ5307の東側に઀して検出した建物跡で、

南北３間（7.2̼）、東西２間Ҏ上のن໛をもつ。建物の主࣠は̣７˃̬ をࣔす。建物の東側は調査

地外になる。柱穴はԁ形でܘ໿30ᶲ、深さ20ᶲ前後を測る。掘立柱建物跡ＳＢ5307と近઀してお

り、２౩の建物の࣌期はҟなるものとࢥわれるがઌ後関係はෆ明である。また、本建物跡は掘立

柱建物跡ＳＢ5303と建物方位が近ࣅするが、出土遺物がなく࣌期についてはෆ明である。

౔܈޵（第７・８図）　調査地中ԝ部から北側にかけて９جの土坑を検出した（ＳＫ5304・5309

～5316）。

౔̨̠޵����　୹࣠2.8̼、長࣠4.5̼Ҏ上のෆ整形土坑で北୺部に10ܘᶲのԁ形ϐοトを２か

所にもつ。੨磁࿶のখยが出土した。

౔̨̠޵����ʙ����　長さ２～0.8̼、෯0.6～0.5̼を測る長ପԁ形ないしԁ形の土坑である。

底はいͣれもધ底状をఄする。出土遺物に๡しく࣌期はෆ明である。土坑ＳＫ5309は0.85̼ܘの

ෆ整なԁ形で深さ70ᶲを測る。内部からは10ᶲ大の石ࡐが出土した。土坑の底部中ԝ部に10ܘᶲ、

深さ20ᶲのখ穴をઠつ。出土遺物がなく࣌期はෆ明であるが、１区から検出されたؕ穴状遺構に

。するࣅྨ

౔̨̠޵����　前ड़の土坑群から཭れて調査地南東୺で検出した。長࣠໿1.5̼、୹࣠࠷大0.5

̼を測り平面形はෆ整である。内部は２ஈに掘られている。内部からম土と୸化物が出土したが、
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出土遺物がなく࣌期・ੑ֨౳はෆ明である。

、໛はن。にԆびる޲調査地西୺で検出した溝で、北東から南西方　（第８・12図）����̨̙ߔ

෯３̼、深さ໿1.1̼を測る。溝断面は底が平ୱな୆形状をఄし、溝底部は࠭礫層まで掘࡟する。

溝内の堆積層の状況から上層（１～３層）とͦれҎ下の層に大きく分けられる。明ྎな࠭΍࠭礫層

はೝめられͣ、下層堆積層の形成後ઙい溝として࢒ଘし、ͦの後ঃ々に埋຅したものとߟえられ

る。溝内からは遺物が出土しておらͣ࣌期はෆ明である。

�ʣ̐ （۠第13図）　調査ର৅地の南西側に設置した調査区である。主要な検出遺構としては竪

穴式住居跡１ج・掘立柱建物跡３౩・土坑２ج౳がある。当調査地区は、南西側に޲かって地形

が下がり、また、近現୅の置土΍掘࡟によって西側半分は大きく֧ཚを受けており、検出遺構の

大部分は調査地中ԝ部から東側に分布する。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝����（第14図）　調査区南東側で検出した。南西۱をܽくが、住居のن໛は、

東西໿３̼、南北໿４̼で平面は長方形をఄする。࢒ଘ部の深さは0.15̼を測る。住居の主࣠は、

̣７˃̬ である。住居に伴う柱穴は、床面では֬ೝされͣ、住居の東西辺の壁に઀して柱穴とࢥ

われるＰ１～Ｐ４が検出された。各柱穴のܘは໿30～40ᶲ、深さ20ᶲを測る。柱穴は住居跡の内

側と外側にまたがっており、Ｐ１とＰ４では長ପԁ形をఄする。柱間間ִはͦれͧれＰ１ʵＰ２

間が1.6̼、Ｐ３ʵＰ４間が1.9̼を測る。住居跡北側辺の中ԝ΍΍東دりに平面അఙ形をఄする

଄り෇け竈を෇設する。竈のن໛は෯1.2̼、長さ0.9̼を測る。竈はখ礫をࠞじえたԫ৭粘土で

構築されており、ขޱ෇近はڧくՐを受けߗくমけしまっている。竈の上部が่れた࣌に堆積し

たম土とփをؚΉ埋土の中から土師器ยが出土した。竈北୺から住居跡の外側に޲かってփとম

土がࠞじるԎ道状の遺構が໿１̼にわたってԆびるが、上面が࡟平されておりৄࡉはෆ明である。

竈の南西側には土坑Ｋ１がある。ஷ蔵穴としては底部がધ底状でઙいものである。この΄か住居

に伴うష床΍周溝౳の施設はೝめられなかった。住居内の遺物としては、竈北東側の住居跡上面

部で出土したਢܙ器ഋ਎（第16図5）とഋ （֖第16図2）がある。これらのਢܙ器は7世ل中༿から後

第12図　３区溝ＳＤ5301実測図
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第13図　２区・４区遺構配置図
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第14図　４区竪穴式住居跡ＳＨ5401実測図

第15図　４区掘立柱建物跡ＳＢ5402・5403実測図
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半ࠒにଐするもので、おおΉͶ住居跡の所ଐ࣌期のҰ୺がӐえる。この΄か、住居跡北西֯෇近

の床面上から、ഁଛした໻ੜ࣌୅のଠܕൎਕ石斧が１఺出土した。࠶利用するため住居内に࣋ち

えられる。本住居跡は調査の݁Ռ、主柱穴の位置が通例の竪穴式住居跡とҟなっߟΜだものとࠐ

た位置に配置されていることが൑明した。実ࡍの検出作業においては、住居跡はࠇ৭粘土層から

掘りࠐまれており、住居内の埋土と見分けが෇きにくくྠֲの֬ೝは༰қでなかったが、ここで

は調査݁Ռを౿まえҎ上の通り報告しておきたい。ࠓճ調査地の３区΍ࣨڮ遺跡では、ಸ良࣌୅

の࣌期に土間をもつ半地下式の掘立柱建物跡が出現しており、これらとԿらかの関࿈をもつもの

とߟえる。

۷ཱபݐ෺跡̨̗����（第15図）　竪穴式住居跡ＳＨ5401に近઀して検出された̡字形の掘立

柱ྻである。東西３間分、南北３間分を֬ೝしたが掘立柱建物かࡤになるかはෆ明である。ここ

では掘立柱建物跡としておく。柱掘形は۱丸方形でҰ辺40ᶲ前後を測る。10ܘᶲ前後の柱穴をも

つものがある。各柱間は1.8̼౳間を測る。竪穴式住居跡ＳＨ5401の北辺・東辺をғΉように位

置しており、これに関係する施設のՄೳੑもあるが、住居跡の柱穴Ｐ４を本建物の柱掘形が੾っ

ており、本建物が後出するものであることがわかる。

۷ཱபݐ෺跡̨̗����（第15図）　調査地の東側で検出した。南北２間（３̼）̫ 東西２間（３

̼）の方形建物に෮原できるが、さらに東側の調査地外にԆびるՄೳੑがある。建物の主࣠は̣

22˃̬ をࣔす。柱掘形は۱丸方形でҰ辺50ᶲ前後を測り、柱間はおおΉͶͶ1.8̼を測る。本建物

南西֯の柱掘形が掘立柱建物跡ＳＢ5402の北東֯の柱掘形によって੾られており、࣌期の前後関

係がӐえる。柱掘形の形状からಸ良～平҆࣌୅と૝ఆされる。

۷ཱபݐ෺跡̨̗����　調査地の北東֯で検出した。東西１間ʷ南北１間分が෮原できるが、

周ғに同ن໛の柱穴が分布しておりさらにن໛が大きくなるՄೳੑがある。建物の主࣠は̣22˃

̚をࣔす。࣌期はෆ明である。

౔̨̠޵����　調査地中ԝ北側で検出した。長࣠0.87̼、୹࣠0.8̼、深さ0.2̼のପԁ形をఄ

する。࣌期、ੑ֨౳はෆ明である。

౔̨̠޵����　調査地中ԝ南側で検出した0.6̼ܘを測るԁ形土坑である。࠷近の֧ཚ坑によ

って上面を࡟平されている。࣌期、ੑ֨౳はෆ明である。

̐ɽग़౔遺෺（第16図ʣ

りがѱく図化できた࢒ճの新庄遺跡で出土した遺物の૯ྔは、整理ശで８ശである。૯じてࠓ

のはগྔである。Ҏ下、各地区Ұׅして、छྨຖにड़΂る。

１～５はਢܙ器である。１は、ഋ֖である。෮原13.2ܘޱᶲを測る。ఱ井部はܽଛする。ޱԑ

部に１৚のԜઢがめ͙る。ޱԑ部୺部内面に௜ઢを施す。৭調は明փ৭をఄする。所ଐ࣌期は６

世ل後半である。２は内面୺部近くにかえりをもつഋ֖である。10ܘޱᶲを測る。ఱ井部の௖部

にๅच形のつまΈを༗するものであるがܽଛする。৭調は੨փ৭をఄする。ܘޱが΍΍ॖখし、

する深いたちあがりをも܏にଐする。３・４はഋ਎である。֖受部から΍΍内ࠒ中ل期は７世࣌
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第16図　出土遺物実測図
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つ。୺部はஈをつくる。底部はϔϥέζϦ後、φσによる調整を行う。３は10.7ܘޱᶲ、ߴさ4.8

ᶲ、４は10.4ܘޱᶲ、ߴさ4.6ᶲを測る。৭調は੨փ৭をఄする。࣌期は６世ل前半にଐするもの

である。５はߴ୆を伴うഋ਎である。ޱԑ部は底部からΏる΍かに外൓する。ߴ୆のష෇け位置

は底部の΍΍中ԝدりにある。15.2ܘޱᶲ。ߴさ4.7ᶲを測る。７世ل຤から8世لॳ಄にଐする

ものとࢥわれる。１は４区溝ＳＤ5405、２・５は４区竪穴式住居跡ＳＨ5401、３は１区土坑ＳＫ

5139、４は１区土坑ＳＫ5135から出土した。６はࢳ੾りࠟを࢒すਢ࣭ܙ土器の底部である。৭調

は੨փ৭をする。࣌期のৄࡉはෆ明であるが、平҆࣌୅にଐする在地産のものとࢥわれる。１区

の出土である。

７～10は土師器である。７・８はখܕ丸底ᆵである。ମ部から௚ઢతにのびるޱԑ部をもつ。

７のޱԑ୺部はφσて丸く࢓上げる。ମ部外面はૈいϋέ目、ޱԑ部はॎ方޲のϋέ目を施す。

、ߴ9.5ᶲܘޱ さ8.8ᶲを測る。৭調は҉׊ࠇ৭をఄする。８は表面のຏ໓がஶしく調整ෆ明である。

ମ部の࠷大ܘは6.3ᶲを測る。所ଐ࣌期はݹ෿࣌୅前期（４世ل前半）にଐするが、ޱԑ部の޿が

りはখさく器壁も厚いことから、΍΍新しいஈ֊に編年されるものである。７は１区竪穴式住居

跡ＳＨ5177、８は同住居跡に伴う土坑Ｋ１から出土した。９はᙈମ部上半からޱԑ部ยである。

。৭である׊ԑ部内面はૈいϋέ目を施す。৭調は明஡ޱ部外面とݞ。ԑ部外面はφσ調整するޱ

෮原ܘޱは15.8ᶲを測る。10はߴഋ٭部で、ഋ受部をࣦܽする。٭部外面はॎ方޲のϔϥέζϦ

を施す。৭調は明஡׊৭をఄする。࢒ଘߴは5.5ᶲを測る。࣌期はݹ෿࣌୅前期にଐする。９は

１区土坑ＳＫ5135。10は１区土坑ＳＫ5177から出土した。

11～15は瓦器࿶である。13.6～11.1ܘޱᶲを測る。ޱԑ部はମ部から内࿷ؾຯに立ち上がる。

形状でಥ出がখさくෆ҆ఆである。ମ部外֯ࡾ୆はߴ上げる。11・12の底部の࢓ԑ୺部は丸くޱ

面にࢦΦαΤのࠟがΈられるものもある（11・14・15）。11は内側見ࠐΈにδάβά状の҉文をも

つ。৭調は、12はຏ໓がஶしくփന৭をఄするが、ଞはࠇփ৭である。所ଐ࣌期は、いͣれも13

世ل後半にؚまれるものである。11は１区土坑ＳＫ5127、12・13は１区土坑ＳＫ5109、14は1区

土坑ＳＫ5126、15は1区土坑ＳＫ5154から出土した。

16～22は土師器ࡼである。16は底部からޱԑ部が外൓ؾຯに外上方に立ち上がるもので、ޱԑ

୺部はφσて丸く࢓上げる。内外面ともにていͶいなϤίφσを施す。෮原ܘޱは20ᶲを測る。

৭調は୶ᒵ׊৭をఄする。形ଶからΈて࣌期はಸ良࣌୅にଐする。17～22は中世のখྨࡼである。

法ྔは෮原7.8ܘޱ （ɸ18）～9.8 （ɸ17）、ߴさ1.2～1.7ᶲを測る。形ଶは、底部からޱԑ部が؇΍か

に外上方のびるもの（17～20）と、底部୺から΍΍۶ۂして୹く立ち上がるもの（21・22）がある。

前者のうち19・20は器壁がബい。いͣれも底部はࢦΦαΤ、内面とޱԑ部外面はԣφσを施す。

৭調は17が明ന׊৭、18～20は୶ᒵ׊৭、21・22は明׊৭をఄする。所ଐ࣌期は13世ل後半にൺ

ఆされる。16は３区建物跡ＳＢ5302、17・21は1区土坑ＳＫ5159、18は１区土坑ＳＫ5109、19・

20は３区掘立柱建物跡ＳＢ5303柱穴Ｐ５、22は３区柱穴ＳＰ5321から出土した。

23～25は中国製੨磁࿶である。23・24はޱԑ部のഁยで、ޱԑ୺部は΍΍外൓ؾຯに۶ۂさͤ

る。෮原ܘޱは14～15ᶲ前後を測る。25は底部ยである。厚い底部に断面方形のߴ୆をషり෇け
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る。内面見ࠐΈ部にはՖ文状のӄࠁ文、ମ部外面には࿇ห文を施す。底部は࿐଻である。৭調は

23・24がബ྘փ৭、25は྘৭をఄする。所ଐ࣌期は、23・24がおおΉͶ14世25、لは13世ل後半

～14世لॳ಄である。なお、23は３区掘立柱建物跡ＳＢ5303柱穴Ｐ７とＰ16から出土したഁยの

઀߹資料である。25は同掘立柱建物跡ＳＢ5303柱穴Ｐ５からの出土で、底部ഁยに઀してผにޱ

ԑ下半部のഁย（25ʵ̱）が出土した。同ܕ式のものであるが྆者はผݸମで઀߹しなかった。上

記の土師器（20・19）ࡼとともに柱穴底部埋納のҰׅ資料である。

26～28は瓦࣭土器である。26・27はുྨのޱԑ部で、ޱԑ୺部にڧいφσを施し面を成す。ମ

部外面はϢϏΦαΤ、27の内面はϋέ目を施す。26は෮原24.2ܘޱᶲ、27は同24.4ᶲを測る。৭

調はࠇփ৭である。28はޱԑ୺部から΍΍下がった位置に断面୆形状の୹いֺ部をもつӋזであ

る。෮原25.5ܘޱᶲを測る。ޱԑ୺部は΍΍内܏する。ޱԑ୺部とֺ部はϢϏφσ、ମ部外面は

ϢϏΦαΤを施す。৭調はࠇփ৭をఄする。いͣれも所ଐ࣌期は13世لにൺఆされるものである。

26は１区土坑ＳＫ5158、27・28は１区土坑ＳＫ5179から出土した。

29はೈ࣭の土師器ುとࢥわれるものである。ܘޱは34ᶲ前後に෮原される。ମ部からޱԑ部が

外上方にのび、୺部に面をもつ。ମ部外面はॎ方޲のଠいϋέ目、ޱԑ部内面にはԣ方޲のϋέ

目が施されている。৭調は明׊৭をఄし、ମ部外面にはഗが෇ணする。上記の瓦࣭土器ྨと同じ

く13世لにଐするもので、３区から出土した。

30は໻ੜ࣌୅のଠܕൎਕ石斧のج部である。࠭ؠ製で಄௖部とਕ部ഁଛ部周辺にଧࠟが࢒り࠶

利用したものとࢥわれる。࢒ଘ部のॏྔ840̶。４区竪穴式住居跡ＳＢ5401床面から出土したも

ので、ϋンϚー౳にస用するためにӡばれたものとߟえられる。31はᏏき石のഁଛ品である。࢒

ଘ部のॏྔ350̶。࠭ؠ製で໻ੜ࣌୅のものとࢥわれるが、出土した４区では同࣌期の遺構は֬

ೝされておらͣӡばれてきたՄೳੑがߴい。

５ɽ·ͱΊ

平を受け遺構の遺ଘ状況はඞͣしも良࡟作౳によりߞճの新庄遺跡の調査では、後世の水田ࠓ

୅～中世に所ଐする遺構・遺物౳を検出した。主࣌෿ݹではなかったが、４か所の調査区から޷

な検出遺構としては、竪穴式住居跡・掘立柱建物跡・溝・土坑౳がある。このうち１区で検出し

た竪穴式住居跡ＳＨ5177はݹ෿࣌୅前期にൺఆされ、これまで新庄遺跡で֬ೝされた竪穴式住居

跡のなかでは࠷もݹい࣌期にଐするものである。周辺のࣨڮ遺跡などではݹ෿࣌୅中期の࣌期に

଄り෇け竈を෇設するものが出現するが、本住居跡は当地域の竈出現Ҏ前の竪穴式住居跡の変遷

を知る上で新たな資料を加えることになった。

３区で検出した２جの建物跡ＳＢ5302・5305は、ࣨڮ遺跡第５次調査で検出されたಸ良࣌୅に

ଐする建物跡ＳＢ220と同様、主԰本ମ部分の床面を掘りۼめ半地下式の土間とした掘立柱建物

とߟえられる。ࠓճ検出した２جの建物の柱位置はͦれͧれҟなっているが、これらが࣌期తな

変遷をࣔすものかどうかは明らかでない。ࣨڮ遺跡では、ੜ産活ಈに伴う޻๪としてのੑ֨がߟ

えられているが、建物内からは޻๪をӐわͤるような遺物は出土しなかった。ಸ良࣌୅に当遺跡
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΍周辺のࣨڮ遺跡において、԰内に࿍΍竈を෇設してՐ力を用いた޻๪建物がଘ在することは、

同࣌期のੜ産活ಈの実ଶを知る上で、ࠓ後、஫ҙす΂き資料になるものとࢥわれる。

同じく３区で検出した掘立柱建物跡ＳＢ5393については、上部構଄についてはਪ測の域をでな

いが、ߴ床式੾࠺建物で周ғをญかࡤでғまれた࢟を૝ఆしておきたい。本ମの建物がڱい空間

に配置され、近઀してଞの建物がΈられないことから、೔ৗతな住居とするより集མからִてて

置かれた૔あるいはࡇ᛾に係る建物のՄೳੑがߟえられる。ࠓճ検出した建物を構成する柱配置

は、出Ӣ大ࣾに୅表されるਆࣾ建築である大ࣾ଄りの形状にきわめてྨࣅしている఺が஫ҙされ

る。建物の所ଐ࣌期は、心柱にあたる柱穴Ｐ５から出土した地௟に伴うものと૝ఆされる੨磁࿶

ย・土師器ࡼから13世ل຤～14世لॳ಄のח૔࣌୅にൺఆできる。近年、ݹ୅に૎るਆࣾ建物跡

の調査例が各地で報告されているが、中世Ҏ後のਆࣾ建築については建物ࣗମが現ଘするものも

多くݹߟ学తな調査はあまり行われていないのが現状である。ࠓճ検出した掘立柱建物跡ＳＢ

5393の周ғからはࡇ᛾行ҝをӐわͤる遺物は出土しておらͣ、ਆࣾ遺構と断ఆするには内༰ෆ଍

のײがあるが、ࠓ後の事例の૿加を期଴して現࣌఺では上記のようにਆࣾ跡のՄೳੑをߟえてお

きたい。

新庄遺跡をؚΉ南丹市八木町北部域には、平҆࣌୅にʮ٢෌૳ʯとݺばれる૳Ԃがଘ在した。

૳Ԃ内の様૬は、ঝ҆４（1174）年に成立した後നՏ院法՚寺ྖの٢෌૳のֆ図の写しとされるʮ丹

೾国٢෌庄ֆ図写ʯによってҰ୺を知ることができる。平҆࣌୅຤期には後നՏ院からਆ護寺に

した文֮上人（1139～1203年）によって文治４ڵ࠶ਐされるが、新庄遺跡周辺にはਆ護寺をد

（1188）年に作られたと఻える新庄用水が

る。この΄か新庄遺跡南西の୩߹には࢒

ʮ文֮池ʯがあり、また、෇近にはࣨڮの

名のىこりとなった文֮ಊ（ࣨڮಊ）がଘ

在する。これらは周辺に޿く఻わる文֮

఻ঝにす͗ないが、近年のࣨڮ遺跡΍野

৚遺跡では府道建設΍΄場整備に伴う発

掘調査によって、ݹ෿࣌୅から平҆࣌୅

にかけてのᕲᕱ用水とࢥわれる大খの溝

が多਺検出されている。当地域はُ岡ຍ

地を流れるܡ઒（大ԃ઒）の上流部にあり、

Ήに当たࠐ઒からຍ地内へ用水を引きܡ

っては࠷もదした地఺に位置している。

おͦらく૳Ԃ成立Ҏ前から当地域の։発

に伴ってزつものᕲᕱ用水࿏が掘࡟され

てདྷたものとࢥわれる。ࠓճ、３区では

大ن໛な溝のҰ֯が検出された。溝の࣌第17図　掘立柱建物跡ＳＢ5303柱間寸法
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期についてはෆ明であるが、溝の掘࡟状況は周辺の遺跡でΈられる溝群とྨࣅしており、同様な

ੑ֨をもつものとߟえられる。

ߞճの調査によって新庄遺跡内の遺構の分布ൣғ΍遺ଘ状況が明らかになった。後世の水田ࠓ

作΍土औりによる࡟平のため、ඞͣしも࢒ଘ状ଶは良޷ではないが、各࣌୅の遺構がൣ޿ғに分

布することが൑明した。周辺には໻ੜ࣌୅から中世にかけての遺跡が਺多くଘ在しており、これ

らの遺跡との関係についてもࠓ後さらにৄしくΈていくඞ要があΖう。

（辻本和美）

஫1　୩ޱఌʮ町内遺跡発掘調査概要ʵ第１次新庄遺跡ʵʯ（『八木町文化財調査報告書』第5集　八木町教

育委員会）　1999

୩ޱఌʮ町内遺跡発掘調査概要ʵ第２次新庄遺跡ʵʯ（『八木町文化財調査報告書』第７集　八木町教育委

員会）　2000

୩ޱఌʮ新庄遺跡発掘調査概要ʵ第３次調査概要ʵʯ（『八木町文化財調査報告書』第８集　八木町教育委

員会）　2001

辻݈ೋ࿠ʮ新庄遺跡第４次調査ʯ（『南丹市内遺跡発掘調査報告書』平成19年度　南丹市教育委員会）　2008

஫２　調査参加者はҎ下のとおりである（ܟশུ、ॱෆ同）

・正・ए井๜明・ຑ田忠੖・八木ୢஉ・松本୓߃࿘ּ・ࢠ松本හ・ߐٱ෉・ਿ山խ೭・西֞ࠤ੉ҏ޿　һۀ࡞

・ࢠখྛٛ明・中઒ஐ・ࢠ஛井美津・ࢠ໼木正୅・ຑ田ᒇ・ࢠ美ܙ西田・ࢠ平井美ొཬ・木村຤・ࢠॱ᧼ࡾ

関岡Ұ・大場৴行

ิॿһ　ఱ池ࠤӫࢠ・ኍ੉ܚయ・松ݩ和໵・野中༸ࢤ

੔ཧһ　寺尾و美ࢠ・松下道ࢠ・長尾美ࢠܙ・井上૱・஡Ԃ໼ᆹࢠ・ਗ਼水༑Ղࢠ

஫3　『京都府の地名-೔本ྺ࢙地名大系第26ר-』平ຌࣾ　1981

஫4　޷ࡾതتʮఱए遺跡ʯ（『京都府遺跡調査報告書』第20࡭　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）

1994

஫5　ߴ野ཅࢠʮ野৚遺跡第10・12次、ࣨ （財）　࡭遺跡第５次発掘調査報告ʯ（『京都府遺跡調査報告集』第128ڮ

京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2008

஫6　掘立柱建物跡ＳＢ5303の建物構଄については、京都府教育ிࢦಋ部文化財อ護課٢田理ࢯより༗ӹな

ご教ࣔをಘた。
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４.長岡京跡左京第527次
（7ANYSK-1地区）発掘調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

長岡京跡左京第527次調査は、京都市伏見区淀大下津町においてܡ઒右岸流域下水道བ西ড়化

センターのٸ଎Ζ過池建設޻事にઌ立ち実施した事前調査である（第１図）。

調査地は、長岡京৚๥෮ݩ案にैえば、۝৚大࿏と東Ұ๥大࿏の交ࠩ఺෇近（旧৚๥では左京

۝৚Ұ๥ेࡾ町・े࢛町）にあたり、北東側に左京۝৚ೋ๥࢛町がల։する。また、同ড়化セン

ター中ԝ部には、中世຤期の下津ࢯの居৓である下津৓跡がਪఆされている。地理తには東側に

઀して東北方からऄ行して南流するܡ઒に、北西方から南下するখാ઒が流れࠐΈ、ܡ઒Տ઒内

にઔ状地形を形成している。߹流地఺を中心にখാ઒とܡ઒の北岸にはૣくからఅ๷が構築され、

ͦの中をӋଋ師઒（ࣣ間ງ઒）がॎ૸する。すなわちఅ๷内では࣪地が޿く発ୡした様ࢠで、ߐ戸

年間にඳ写されたֆ図には水田・ാ地が表現されている。ܡ઒ର岸の淀地区には๛ਉल٢により

淀৓が築৓され、ࠓ೔、ݩ和９年に構築された淀৓の石֞とງがԟ࣌の࢟を఻えている。

発掘調査は、平成20年７月22೔から同年８月25೔までの໿1か月間で、調査面積は500ᶷである。

第１図　調査地位置図（国土地理院　1�25
000　淀）
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現地調査は、当調査研究センター調査第２課第１係長খ池׮、同第１係主任調査員松井忠春が担

当した。調査にあたっては、京都市文化市ຽ局文化財อ護課・（財）京都市埋蔵文化財研究所から

教ࣔを賜った。

なお、発掘調査に係る経費は、全ֹ、京都府流域下水道事務所が負担した。

̎ɽௐࠪͷ಺༰

発掘調査は、まͣ、現ড়化センター଄成࣌の੝土を、૲木をെ採した後、建築޻事にࢧোのな

いように配ྀしつつ、ॏ機掘࡟を行った。表土下໿２̼で、໿１̼෯の平ୱ地を設け、さらに໿

１̼掘り下げた。当ॳ、この深度で༙水がݒ೦されていたが、ൺֱతগྔでࢭまった。この位置

で、Ұ୴平ୱ地を設けて、東北側に޻事用ਐೖ࿏にॏෳするように発掘調査用のࣼ࿏を掘࡟した。

この深さまでは現୅੝土で、さらに下位にଓいていた。発掘調査での掘࡟事ނ౳のݥةをආける

ために、平地中ԝ部に、東西９̼ʷ南北５̼のＢ地区と、東西４̼ʷ南北６̼のＡ地区を࿈݁さ

ͤて̡字状に２調査地を設ఆした。Ａ地区をઙく、Ｂ地区はＡ地区より深く、ஈࠩをもって、堆

積状況΍遺構・遺物の༗ແを֬ೝす΂く、さらに໿1.3̼下位までॏ機で掘り下げを実施した。

ͦの݁Ռ、標ߴ໿10̼で旧ߞ作土を֬ೝした。ͦの上部はόϥεをؚめた旧整地面がݎくしまっ

て、҆ఆ面を形成していた。これよりҎ後は人力によりঃ々に掘࡟を܁りฦしながら、྆地区を

໿１̼下位までஸೡに࡯؍しながら掘りਐめた。Ａ地区では଍跡と溝１৚（図版第３ʵ２・３）を、

Ｂ地区では溝１৚（図版第４ʵ２）を検出したが、出土遺物は皆ແであった。Ｂ地区ではさらに南

壁にԊって東西方޲に断ち割りを໿0.5Nの深さで行ったが、ߞ作土あるいは௜ఽ堆積土とਪ࡯

できる粘࣭土が下方に引きଓいて堆積している状況であった。この作業でੜじたഉ土はμンϓΧ

ーとϕϧトίンϕΞーを使用して、場外へൖ出した（第２図上図参র）。

Ҏ上、発掘作業޻ఔを؆ུに記ड़した。次に表土下໿４̼の旧ߞ作土Ҏ下の堆積土及び検出し

た遺構を中心に、Ｂ地区西壁の層序をऔり上げてॱ次上層から説明を加える（第２図下図参র）。

された現བ西ড়化࢝をؚΉ現୅੝土で、昭和47年から։ࡐ上層は、礫・࠭利・粘土մと共に廃࠷

センター建設に伴う଄成੝土で、ͦのߴさは໿3.5̼にୡする。この現୅੝土௚下は上面をݎく

ୟきしめられたόϥεで҆ఆした整地層を成す。上層同様に、礫΍廃ࡐなどをؚΉがόϥε層が

上面をඃう఺が૬ҟする。ࠇփ৭粘࣭土は଄成前の旧ߞ作土で、Ұఆの厚さをもって下位に྘ԫ

৭粘࣭土をബく敷いていた。床土である。水田΍ാ地に利用されていたことがӐえる。փԫ৭土

はए׊ׯ৭をଳびた土৭で、0.4～0.5Nの҆ఆした厚さである。長期間使用されたߞ作土とߟえ

られる。௚下の྘ԫ৭࣭࠭土は粘ண力がڧく、床土に૬Ԡしい。փԫ৭土と共に΍はり水田・ാ

地を形成していたのであΖう。これより໿0.5N間の堆積土は、փ׊৭࠭ࠞり粘࣭土・୶փ৭粘

࣭土と྘ԫ৭粘࣭土、փ৭粘࣭土とփന৭࠭は、௜ఽとߑ水での堆積が૬ޓにੜじた݁ՌであΖ

う。࠷下層のփ׊৭粘࣭土は៛ີなཻ࠭をؚΉ粘ண力のڧい堆積層である。

上記の堆積層の内、ߞ作土であるփԫ৭土内で北西ˠ南東にࣼ૸するҰ৚の溝をＡ地区で֬ೝ

した。ԫ׊৭࣭࠭土が埋土で、෯໿0.3N、深さ໿0.1Nで、北西に޲かって底面が下߱する。ͦ
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第２図　調査地平面図・B地区西壁断面図
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の௚下から༗ఙྨの଍跡を検出した。଍跡の形

状からڇのՄೳੑがߴい（図版第３ʵ２・３）。

Ｂ地区では、࠷下部から෯໿0.8NのҰ৚の溝

を֬ೝした。深さは໿0.3Nを測る。埋土は１

DNఔの厚さのന৭࠭を間層とし੨փ৭粘࣭土

がॆరされていた。底面は北西に下߱する。

上記の遺構内からはԿらの遺物も出土してい

ないため、年୅をਪఆすることはࠔ೉ではある

が、大概、Ａ地区のͦれらは近世に、Ｂ地区の

ͦれは中世に૝ఆして大過なかΖう。

̏ɽ·ͱΊ

第３図は明治20年୅～昭和54年までのおよͦ

90年間の調査地෇近の土地利用を検౼するため

にఏࣔした地形図である。ᶃは明治年間には水

田であったことを明ࣔしている。ᶆの昭和24年作成図にあっても変化していないが、ᶇの昭和44

年にࢸっては、։ࠖ・଄成され、޻場が建設されている。ᶈの昭和54年では現在のড়化センター

へと変๴する。ᶆ～ᶈは水田ˠ޻場ˠড়化センターへの大変ը期であったことをݦஶに表現して

いる。この変化は、堆積土として、όϥεで整地された平ୱ面が޻場建設࣌にରԠし、上層੝土

はড়化センター建設࣌のものであって、ߞ作土であるࠇփ৭粘࣭土はᶃ～ᶆの水田をࢦ図してい

る。明治Ҏ前のߐ戸年間は、旧ڊໆ池を中心にしたࡾ઒߹流෇近では๛ਉल٢によるଠ߰అ΍淀

৓に見るように、ࡾՏ઒の水利及びఅ๷の構築などによるݻڧな๷ڔ施設が大ن໛に実施された

ことで、ࣗͣと本地域にも影ڹが及び、調査地南側に大きく؇΍かなۂઢをඳくఅ๷とͦこにӦ

まれた大下津・水ਨの集མが発ୡし、എ後に水田地ଳがల։することはطに記したとこΖである。

さらに、標９̼ߴ෇近は、௜ఽ層である੨փ৭粘࣭土である。これはࡾՏ઒߹流఺の西辺部にଘ

するこの地が、ࡾՏ઒の水ྔのରԠして淀Έと化してੜじたもので、この様૬は旧ڊໆ池周辺に

分布するॾ遺跡でも֬ೝできる。ैってແ遺物΍খن໛な溝Ұ৚のΈからは଎断はできないが、

গなくとも中世ஈ֊では集མなどの遺構はなく、水田౳が޿がる世界であったとਪఆする。

（松井忠春）

第３図　土地利用変遷図
ᶃ明治 20 年୅- ᶄ明治 42 年- ᶅ昭和７年-
ᶆ昭和 24 年- ᶇ昭和 44 年- ᶈ昭和 54 年-
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☘1☙ 調査地遠景（南上空から）

☘2☙ Ｂ地区瓦堆積検出状況（北東から）
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☘1☙ 調査地近景（北から）

☘2☙ Ａ地区全景（北から）

☘3☙ Ａ地区瓦堆積検出作業風景
☘ 北から ☙



☘1☙ Ａ地区瓦堆積南側遺物出土状況
（北から）

☘2☙ Ａ地区瓦堆積南側軒丸瓦 ☘48☙
出土状況（北東から）

☘3☙ Ａ地区瓦堆積南側軒丸瓦 ☘52☙
出土状況（北東から）
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☘1☙ Ａ地区礫敷き遺構全景（北から）

☘2☙ Ａ地区礫敷き遺構検出作業風景
（北西から）

☘3☙ Ａ地区礫敷き遺構軒丸瓦 ☘50☙
出土状況（東から）
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☘1☙ Ｂ地区全景（北から）

☘2☙ Ｂ地区瓦堆積南側検出状況
（西から）

☘3☙ Ｂ地区瓦堆積北側検出状況
（西から）
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☘1☙ Ｂ地区東側軒丸瓦 ☘54・55☙
-　・平瓦出土状況（西から）

☘2☙ Ｂ地区護岸施設検出状況
（南西から）

☘3☙ Ｂ地区護岸施設検出状況
（南西から）
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☘1☙ 現地説明会風景（北東から）

☘2☙ Ｃ地区全景（南西から）

☘3☙ Ｃ地区護岸施設検出状況
（南から）
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☘1☙ Ｃ地区軒丸瓦 ☘58☙ 出土状況
（西から）

☘2☙ Ｃ地区軒丸瓦 ☘57☙・丸瓦 ☘69☙
出土状況（西から）

☘3☙ Ｃ地区南北溝内木製品 ☘78☙
出土状況（北東から）
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出土遺物　土器（1）
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出土遺物　土器（2）
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出土遺物　瓦（1）
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出土遺物　瓦（2）
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出土遺物　瓦（3）
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出土遺物　瓦（4）
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ඨ໺ഇࣉ第̎ɾ̏次　図版第 ��

出土遺物　瓦（5）
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ඨ໺ഇࣉ第̎ɾ̏次　図版第 ��

出土遺物　木製品
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遺跡　図版第ాށ �

☘1☙ 調査前全景（西から）

☘2☙ Ａ地区調査前全景（北東から）

☘3☙ Ｂ地区調査前全景（東から）



遺跡　図版第ాށ �

☘1☙ 調査前全景（北西から）

☘2☙ 調査地全景（空撮・南から）



遺跡　図版第ాށ �

☘1☙ 調査地遠景（空撮・東から）

☘2☙ 調査地遠景（空撮・西から）



遺跡　図版第ాށ �

☘1☙ Ａ地区全景（空撮・上が北）

☘2☙ Ｂ・Ｃ地区全景（空撮・上が北）



遺跡　図版第ాށ �

☘1☙ Ａ地区全景（南西から）

☘2☙ Ａ地区土坑 SK07（南から）

☘3☙ Ａ地区石組溝 S908（南東から）



遺跡　図版第ాށ �

（1）Ａ地区池状遺構 S9510
（南東から）

☘2☙ Ａ地区池状遺構 S9510
（南西から）

☘3☙ Ａ地区池状遺構 S9510 部分
（南東から）



遺跡　図版第ాށ �

☘1☙ Ｂ地区全景（西から）

☘2☙ Ｂ地区溝 S%22 遺物出土状況（西から）



遺跡　図版第ాށ �

☘1☙ Ｂ地区全景（南東から）

☘2☙ Ｂ地区溝 S%22 遺物出土状況
（南東から）

☘3☙ Ｃ地区溝群（北東から）



☘1☙ ２トレンチ全景（南から）

☘2☙ ２トレンチ断割り断面
（南東から）

☘3☙ ４トレンチ拡張部分（南から）

遺跡　図版第ాށ �



遺跡　図版第ాށ ��

☘1☙ ７トレンチ全景（南から）

☘2☙11 トレンチ全景（北から）

☘3☙15 トレンチ全景（北西から）



遺跡　図版第ాށ ��

☘1☙16 トレンチ南半部（北西から）

☘2☙17 トレンチ全景（北から）

☘3☙20 トレンチ検出石組遺構
（東から）



遺跡　図版第ాށ ��

出土遺物（1）瓦器・土師器
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遺跡　図版第ాށ ��

出土遺物（2）土器・陶磁器
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遺跡　図版第ాށ ��

☘1☙ 出土遺物（3）中国製陶磁器、外面

☘2☙ 出土遺物（3）中国製陶磁器、内面
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遺跡　図版第ాށ ��

☘1☙ 出土遺物（4）肥前陶磁器、外面

☘2☙ 出土遺物（4）肥前陶磁器、内面
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遺跡　図版第ాށ ��

☘1☙ 出土遺物（5）土器・国産陶器、外面

☘2☙ 出土遺物（5）土器・国産陶器、内面
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新庄遺跡第５次　図版第 �

☘1☙ 新庄遺跡調査地遠景（上が北）

☘2☙ 新庄遺跡調査地遠景（上が西）



新庄遺跡第５次　図版第 �

☘1☙ １区調査地全景（東から）

☘2☙ １区調査地全景（上が東）



新庄遺跡第５次　図版第 �

☘1☙ １区竪穴式住居跡ＳＨ 5177（北東から）

☘2☙ １区竪穴式住居跡ＳＨ 5177（上が南東）



新庄遺跡第５次　図版第 �

☘1☙ １区竪穴式住居跡ＳＨ 5177
（北西から）

☘2☙ １区竪穴式住居跡ＳＨ 5177
（南西から）

☘3☙ １区竪穴式住居跡ＳＨ 5177 内
土坑ＳＫ 5190（南西から）



新庄遺跡第５次　図版第 �

☘1☙ １区調査地西部柱穴群（南から）

☘2☙ １区土坑ＳＫ 5190（西から）

☘3☙ １区土坑ＳＫ 5179（東から）



新庄遺跡第５次　図版第 �

☘1☙ １区土坑ＳＫ 5104（東から）

☘2☙ １区土坑ＳＫ 5143（東から）

☘3☙ １区土坑ＳＫ 5173（東から）



新庄遺跡第５次　図版第 �

☘1☙ １区集石遺構ＳＸ 5158
（南西から）

☘2☙１区集石遺構ＳＸ5158（西から）

☘3☙ １区調査地北部粘土採掘土坑群
（東から）



新庄遺跡第５次　図版第 �

☘1☙ ２区調査地全景（南から）

☘2☙ ２区調査地全景（上が北）



新庄遺跡第５次　図版第 �

☘1☙ ２区調査状況（南から）

☘2☙ ２区調査状況（東から）

☘3☙ ２区西部柱穴状遺構（南西から）



新庄遺跡第５次　図版第 ��

☘1☙ ３区調査地全景（上が東）

☘2☙ ３区調査地西部遺構群（東から）



新庄遺跡第５次　図版第 ��

☘1☙ ３区調査地東部遺構群（南東から）

☘2☙ ３区建物跡ＳＢ 5302（右）、ＳＢ 5305（左）（北から）



新庄遺跡第５次　図版第 ��

☘1☙ ３区建物跡ＳＢ 5302・5305
検出状況（東から）

☘2☙ ３区建物跡ＳＢ 5302・5305
検出状況（南東から）

☘3☙ ３区建物跡ＳＢ 5302・5305
（左側）（北から）



新庄遺跡第５次　図版第 ��

☘1☙ ３区建物跡ＳＢ 5302（北から）

☘2☙ ３区建物跡ＳＢ 5302（西から）

☘3☙ ３区建物跡ＳＢ 5302 竈・
土坑Ｋ - ２（西から）



新庄遺跡第５次　図版第 ��

☘1☙ ３区建物跡ＳＢ 5305（北から）

☘2☙ ３区建物跡ＳＢ 5305（西から）

☘3☙ ３区建物跡ＳＢ 5305 竈
（西から）



新庄遺跡第５次　図版第 ��

☘1☙ ３区掘立柱建物跡ＳＢ 5303（西から）

☘2☙ ３区掘立柱建物跡ＳＢ 5303（南から）



新庄遺跡第５次　図版第 ��

☘1☙ ３区掘立柱建物跡ＳＢ 5303（南から）

☘2☙ ３区掘立柱建物跡ＳＢ 5303（上が西）



新庄遺跡第５次　図版第 ��

☘1☙ 掘立柱建物跡ＳＢ 5303
柱穴Ｐ５断ち割り（南から）

☘2☙ 同柱穴Ｐ５底部土器埋納状況
（北から）

☘3☙ 同柱穴Ｐ５土器埋納状況
（北から）



新庄遺跡第５次　図版第 ��

☘1☙ 掘立柱建物跡ＳＢ 5303 柱穴Ｐ２（南から）

☘3☙ 同柱穴Ｐ６（南から） ☘4☙ 同柱穴Ｐ７（南から）

☘7☙ 同柱穴Ｐ 13（南から） ☘8☙ 同柱穴Ｐ 17（西から）

☘2☙ 同柱穴Ｐ４（南から）

☘6☙ 同柱穴Ｐ 12（南から）☘5☙ 同柱穴Ｐ９（西から）



新庄遺跡第５次　図版第 ��

☘1☙ ３区溝ＳＤ 53001（南西から）

☘2☙ ３区溝ＳＤ 53001（北東から）

☘3☙ ３区溝ＳＤ 53001 断面
（南西から）



新庄遺跡第５次　図版第 ��

☘1☙ ３区土坑ＳＫ 5304（南から）

☘2☙ ３区土坑ＳＫ 5306（北から）

☘3☙ ３区土坑ＳＫ 5309（北から）



新庄遺跡第５次　図版第 ��

☘1☙ ４区調査地全景（南から）

☘2☙ ４区調査地全景（上が西）



新庄遺跡第５次　図版第 ��

☘1☙ ４区調査地全景（東から）

☘2☙ ４区竪穴式住居跡ＳＨ 5401・
掘立柱建物跡ＳＢ 5402
（北から）

☘3☙ ４区竪穴式住居跡ＳＨ 5401
床面石斧出土状況（南から）



新庄遺跡第５次　図版第 ��

☘1☙ ４区竪穴式住居跡ＳＨ 5401
（南から）

☘2☙ ４区竪穴式住居跡ＳＨ 5401 竈
（南から）

☘3☙ ４区竪穴式住居跡ＳＨ 5401 竈
断ち割り（南から）



新庄遺跡第５次　図版第 ��

出土遺物（1）
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新庄遺跡第５次　図版第 ��

☘1☙ 出土遺物（2）内面

☘2☙ 出土遺物（2）外面
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新庄遺跡第５次　図版第 ��

☘1☙ 出土遺物（3）内面

☘2☙ 出土遺物（3）外面

��

��

�� ��

�� ʵ̱

��

��

��

̒

��

��

�� ʵ̱

��

��

��

̒



௕Ԭژ跡ژࠨ第 ���次ʢ�"/:4,ô� ஍۠ʣ　図版第 �

☘1☙ 調査前全景（東から）

☘2☙ 調査前全景（南西から）

☘3☙ 調査地全景（南から）



௕Ԭژ跡ژࠨ第 ���次ʢ�"/:4,ô� ஍۠ʣ　図版第 �

☘1☙ 調査地全景（東から）

☘2☙ 調査地全景（西から）

☘3☙ Ａ地区埋土堆積状況（北から）



௕Ԭژ跡ژࠨ第 ���次ʢ�"/:4,ô� ஍۠ʣ　図版第 �

☘1☙ Ａ地区全景（東から）

☘2☙ Ａ地区溝検出状況（北から）

☘3☙ Ａ地区遺構検出状況（北から）



௕Ԭژ跡ژࠨ第 ���次ʢ�"/:4,ô� ஍۠ʣ　図版第 �

☘1☙ Ｂ地区全景（東から）

☘2☙ Ｂ地区溝検出状況（南から）

☘3☙ Ｂ地区埋土堆積状況（東から）
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京都府京都市伏
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所収遺跡名 छผ 主な࣌୅ 主な遺構 主な遺物 ಛ記事߲
俵野廃寺第２・
３次

寺院跡 ୅ݹ 礫敷き遺構・瓦堆積・溝・護
岸施設・ྻߌ

軒丸瓦・軒平瓦・丸
瓦・平瓦・ᗌే瓦・
ਢܙ器・土師器・木
製品

ඈௗ࣌୅後期に
૑建され、平҆
୅中期に廃ઈ࣌
したとਪఆされ
るݹ୅寺院。

戸田遺跡 集མ跡 中世～近世 溝・柱穴・土坑・池状遺構 土師器・瓦器・国産
陶磁器・༌ೖ陶磁器・
土਴・ݹમ

集མが 12 世ل後
半ࠒに成立した
ことを֬ೝ。

新庄遺跡第５次 集མ跡 ೄ文
෿ݹ
ඈௗ
ಸ良
ಸ良～平҆
૔ח

ؕ穴状遺構
竪穴式住居跡
竪穴式住居跡
半地下式掘立柱建物跡
掘立柱建物跡
掘立柱建物跡

土師器・ਢܙ器
土師器 ŋਢܙ器
土師器

土師器・੨磁 ਆࣾ建築か。
長岡京跡左京第
527 次

中世～近世 溝
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所収遺跡名 要 ໿
俵野廃寺第２・３次 ඈௗ࣌୅૑建のݹ୅寺院跡で、礫敷き遺構・瓦堆積の΄か、寺域東をݶるとΈられるߌ΍൘で

護岸された溝などを֬ೝした。出土遺物から、寺院は平҆࣌୅中期に廃ઈしたとਪఆされる。
戸田遺跡 ༝良઒左岸に近઀する 12 世ل後半に成立した集མ遺跡。ཆ和（1181）ݩ年ࠒまでには立૳され

ていた松尾ࣾྖ੃部庄関係文書に記されたʮ෋田ʯʮとたʯのҰ部にあたるとਪఆされる。
新庄遺跡第５次 ُ岡ຍ地北୺に位置するೄ文～ח૔࣌୅のෳ߹集མ遺跡。ݹ෿～平҆࣌୅の竪穴式住居跡・掘

立柱建物跡の΄か、周ғをญでғまれた大ࣾ଄りに෮ݩできるח૔࣌୅の掘立柱建物跡が検出
された。

長岡京跡左京第 527 次 ஶな遺構は検ݦ、઒とখാ઒の߹流఺෇近にあたり、中世～近世とਪఆされる溝の΄かにはܡ
出されなかった。


